
第292号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子微量

4　明　褐　色　ローム粒子多量

第296号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第297号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

第300号土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子微量

第301号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック中量

第302号土坑土層解説
1　黒　褐　色　粘土ブロック少量

2　里　　　色　ロームブロック・粘土ブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量

第303号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量
2　極暗褐色　粘土ブロック中量

3　極暗褐色　粘土ブロック少量

第305号土坑土層解説

1　黒　褐　色　粘土粒子少鼠　ロームブロック微量
2　褐　灰　色　粘土ブロック中量

第306号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

第307号土坑土層解説

l　黒　褐　色　粘土ブロック少量
2　黒　褐　色　粘土ブロック中量

3　黒　褐　色　粘土ブロック微量

第308号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

第309号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　褐　灰　色　粘土ブロック多量

3　暗　褐　色　ロームブロック。粘土ブロック少量
4　灰　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量

第310号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第311号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　橙　　　色　ロームブロック多量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック少量
5　灰　褐　色　ロームブロック少量

第312号土坑土層解説
l　暗　褐　色　粘土ブロック少量
2　暗　褐　色　粘土ブロック少鼠　鉄分微量

3　灰　褐　色　粘土ブロック少量，鉄分微量

第313号土坑土層解説

1　灰　褐　色　粘土ブロック中量
2　暗　褐　色　粘土ブロック少量

3　暗　褐　色　粘土ブロック微量

第314号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　　　色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量
4　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量

第316号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　極暗褐色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量

第317号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック中量

第318号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　褐　　　色　ロームブロック多量

第319号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

第322号土坑土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　褐　　　色　ロームブロック微量

第323号土坑土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量
4　褐　　　色　ロームブロック中量

第324号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　褐　　　色　ロームブロック・炭化物微量

第325号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック中量
3　暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック微量
4　極暗褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子微量

5　極暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
6　黒　褐　色　粘土ブロック中量

7　暗　褐　色　ロームブロック微量
8　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化物微量

第326号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第327号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物。粘土ブロック・焼土粒

子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量，炭化物・焼土粒子微量

第328号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

第329号土坑土層解説
1　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物少量
2　極暗褐色　炭化粧子中鼠　焼土粒子微量
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第331号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微蓮
2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　黒　　　色　ロームブロック微量
4　褐　　　色　ロームブロック中量
5　褐　　　色　ローム粒子多量

第332号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック・粘土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

第333号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子微量
4　褐　　　色　ロームブロック・粘土粒子微量

第334号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第337号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第338号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量

第339号土坑土層解説
1　里　褐　色　ローム粒子微量ハ．1ヽ

2　暗　褐　色　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量
4　黒　褐　色　ロームブロック微量

第340号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

第341号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

第343号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量
5　暗　褐　色　炭化粒子微量

第344号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック微量
5　窯　褐　色　ロームブロック少量
6　黒　　　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
7　黒　褐　色　粘土ブロック中量
8　黒　　　色　ロー
9　暗　褐　色　ロー
10　暗　褐　色　ロー
11にぷい褐色　ロー
12　明　褐　色　ロー
13　暗　褐　色　ロー

ムブロック・粘土ブロック少量
ム粒子・焼土粒子少量
ム粒子少量，粘土ブロック微量
ムブロック・粘土ブロック少量
ムブロック多量
ム粒子少量，焼土粒子微量

第345号土坑土層解説
1　里　　　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第346号土坑土層解説
1　極暗褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量
5　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第347号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第351号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第400号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第401号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

第402A号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第402B号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第403号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

第404号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第405号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量

第410号土坑土層解説
1　暗　褐　色　炭化物少量，ロームブロック微量

第413号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量

第414号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック中量
2　褐　　　色　ロームブロック多量

第416号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第417号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第418号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第419号土坑土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第420号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第421号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量

第422号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第423号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
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第424号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化物微量

第427号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第428号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量

第429号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第430号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第432号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第433号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第434A号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

第434B号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第435号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　ロームブロック微量

第436号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第437号土坑土層解説
1　褐　　　色　ロームブロック中量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

第440号土坑土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　褐　　　色　ロームブロック少量

第441号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子微量

第442号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第443号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

第444号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

第445号土坑土層解説
1　黒　褐　色　炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子微量

第446号土坑土層解説
1　極暗褐色　ロームブロック少量
2　褐　　　色　ローム粒子中量

第447号土坑土層解説
1　にぷい褐色　ロームブロック中量

2　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　灰　褐　色　ロームブロック中量
4　褐　　　色　ロームブロック中量

第448号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第449号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック中量

2　灰　褐　色　ロームブロック中量

第450号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック中量

第451号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

第452号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック微量

第453号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第454号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量

5　褐　　　色　ローム粒子微量

第455号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

第456号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

第457号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

第458号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

第459号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック中量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ローム粒子中量

第461号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量

第462号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック中量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

第463号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

第464号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ロームブロック微量
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第465号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　窯　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　褐　　　色　ローム粒子多量

第466号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　褐　　　色　ロームブロック少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，黒色士粒子少量

第467号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子微量

第470号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

第500号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

第501号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量
2　褐　　　色　ロームブロック中量

第503号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

第504号土坑土層解説

1　窯　褐　色　ローム粒子・焼士粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第512号土坑土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土粒子
砂粒微量（SI48の貼床）

3　黒　　　色　ローム粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量
5　黒　褐　色　ロームブロック微量
6　極暗褐色　ロームブロック少量

第513号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　　　色　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量
5　褐　　　色　ローム粒子中量

第515号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量
4　極暗褐色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物微量

第517号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

第518号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック多量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量
4　極暗褐色　ロームブロック微量

第519号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　第524号土坑土層解説

第508号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化材・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

第509号土坑土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量

第510号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロックe炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量

第511号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　極暗褐色　ローム粒子微量
3　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化物微量
4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量
6　極暗褐色　ローム粒子少量

1　黒　　　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　異　　　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量
3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化材微量
5　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロック微量

第525号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化材微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量

第527号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　　　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

－297－
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第18号土坑出土遺物観察表（第295・296図）

一一、ここ±＿二

b716。◎　昭二
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種U　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

550土師質土器小皿6．42．13．4長石・雲母橙普通底部内面一方向の指ナデ覆土中80％　PL59

551陶器嚢［16．0］（4．3）－長石・石英
にぷい赤

褐
良好
緑帯部が頚部に密着し，折り

返し頂部より下位に巡る
覆土中

5％

常滑11型式

番号器　　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

552砥石10．43．12．512．9 凝灰岩砥面4面 覆土中PL66

第49号土坑出土遺物観察表（第296図）

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

7 19 五 輪 塔 2 3 ．0 2 3 ．7 15 ．0 1 300 花 崗 岩 地 輪 覆 土 中 P L 66

第57号土坑出土遺物観察表（第295図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

64 4 土師質土器 小 皿 8 ．9 3 ．1 4 ．3 石英・雲母・スコリア 橙 普 通 底 部 内 面 一 方 向 の ナ デ 底 面 9 5 ％　 P L 59

第66号土坑出土遺物観察表（第295図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

6 90 土師質土器 小 皿 6 ．8 2 ．6 3 ．5 砂掛 スコリア 橙 普 通 ロ緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 南 部 覆 土 中 7 0％　 P L 6 0

第67号土坑出土遺物観察表（第295図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

6 91 土 師 器 小 形 要 ［14 ．8］ 14 ．0 6 ．0 石英・雲母・スコリア 灰 黄 褐 普 通 口緑部内・外面横ナデ，底部外面へラ削り 覆 土 下 層 60 ％

第75号土坑出土遺物観察表（第295図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

748 土 師 器 杯 12 ．3 4 ．6 石英・雲訃スコリア 明 赤 褐 普 通 内 ・外 面 摩 耗 下 層 7 0％

第77号土坑出土遺物観察表（第295図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

6 92 土 師 器 杯 1 2 ．5 5 ．1 長 石 ・雲 母 赤 褐 普 通 口緑部朴 外面横ナデ，底部外面へラ削り 覆 土 中 60 ％

－321－



番号 種　別 極 種恒 径 器 高 底 援　 胎　 土　 色　　　　　 手法 の特徴 中潮服 恒 考

693 十師器 塚　 恒 可　 も2　　 序着き繍雲母にぷい橙 普通 底部滴へラ別をフ 桓掴 極％

第削骨士坑出土遺物観察表　第2粥囲う

番号 器　 裡！長 さi 幅 i厚 さ！重 義i 材　 質 i　 特　　　　 徴 鵬 儲日 中 清　 孝
開所 梨石斧巨 0日　 0日　 8日 軋項　 砂岩　 撥私 縁辺部に加撃調整 覆土中　 恒 65

第臓骨丑琉出土遺物観察東　第錮囲う

番可 種 別 器 穫桓 径！器 高i底 径 ！胎　 士 i色　 調i焼成i 手 法 の 特 徴　 恒 朗 潤 日清　 壷

鍋項 土師器 杯　 恒 あ射巨 8　 0日 石英の雲母 橙　　 普通極部礪 踊 り　　　 巨 層　 極 ％

′　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　一　　ノ′　　ノ　′　　　　、

鵬極　奉恒＝i幅軽さ極量i材　質i　特 徴 日蝕繍i備　考
栖5　砥石　巨の巨4再認日射！凝灰岩桓爛 桓掴 i

猶6　　砥石　　　の4 2諸m 「馴！凝灰岩桓爛 桓鯛

「　∵　　　　　　　　　′′

′　　　　　　　　；　：′　　　．ノ　　′

番可種別極種恒径i器高i底径！胎　土！色　調焼成　手法の特徴　　出土位置　備　考

楢9磁器　碗i　e可i白色粒子　　　　　　 iJ層　％盈

．一　ノ・′．．　．、）ノ・′．、、、　∴／∴　ノ

鵬車陸別極 種口径極 高i底径i胎　士！色　調i焼成i 手法の特徴 i出土位置
備　　考

可爛巨 竺巨斗「唇∴幸
70㌦　PL梱

′　　　　　　　　　　　　ヱ　ノ　二　　　．．ノ′　、

朗十陸別極種日可潅高底径i胎　士色　中賎 手　法　の　井　徴 出土位置i備　考

閥ま　　須恵器　　捧加可…摘滅　長石8石英にぷい褐i普通底部へラ削り 下層　　極％

，／・．　′　　　　一ク′一言′　′こ　∴′′　′

霊窒聖霊雷雲≡雲霞露雲霞霊霊霊雲霞
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第錆号士坑出土遺物観察表　第2弼囲）

番号 種 別 極 種 恒 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 軒 賦 手　法　の　特　徴 出上位置 備　　 考

703 土師器 巨 整　 序 摘 （25言う － 長石せ石英・雲母 窯褐 i普通 目線部内・タ摘横ナデ，休部内面へラナデ 上層 50％

第296号土坑出土遺物観察表（第296囲）

番号 器　 種 ！長 さ 幅 卑　 さ 重　 量 性　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出士位 置 備　　 考

717
鉱　 日 周

紅 潮 細．4） （0 ．4） チ ャー ト 無茎鉄，基部 に挟 入 覆土 中 P L （う3

第300号土坑出土遺物観察表（第295回）

番号 i 種 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 ！焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位 置 備　　 考

704 士師器 林 12．3 4 ．7 … 雲掛 スコリア にぷ い橙 i 普通 目線部朴 外面横ナデ渦 部外面へラ削り 中層 70％

705 土 師器 捧 は2．3］ 4 ．6 … 長石さスコリア 灰褐 ！普 通 目線部内湖面横ナデゥ底部夕滴 へラ削り 中層 60％

第3温0号土坑出土遺物観察表（第2950296囲）

番 号 種　 別 極 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼 成 ［　 手 法 の 特 徴

［
出 上 位 置 備　　 考

7 06 土 師 器
i 杯

14 。9 5。2 － 雲 母 橙 普 通 納 ・外 面 摩 耗

［
下 層 50％

70 7 土 師 器 小 彬 悪 13 ．0 1 2 ．8 6 。8 長H ・スコリア 灰 褐 普 通 目線 部 内 ・外 面 横 ナ デ 下 層 65％

祁 8 士 師 器 小 形 婆 ［16 。6］ 2 2．3 7 ．4 石英 をパ ミス 褐 普 通 目線部朴 摘 横ナデ，底部内面へラナデ 下 層 8 5％　 P L 6 1

70 9 土 師 器 甑 ［23 ．8］ 26 ．4 9 の2 礫 ・長石・右英 橙 普 通 目線 部 内 ・外 面 碩 ナ デ 下 層 8 0％　 P L 6 1

第440号土塊出土遺物観察義（第295図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　 ・考

710 土 師器 婆 12．0 （H ．6） … 砂掛 スコリア にぷい橙 普通 目線部内 ・外面横 ナデ 中央部中層 50％

第441号土坑出土遺物観察表（第295図）

番号 種　 別 器　 楯 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出工位置 備　　 考

711 須恵器 林 ［13 ．7］ 4．2 6 ．8 長石・雲餅スコリア 灰褐 普通 底 部一一一一一一方向のヘ ラ削 り 中央部 下層 50％

第524号土坑出土遺物観察表（第295～297図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

712 土師器 i 埠
12．3 3 ．9 － 砂粒 スコリア 橙 普通 口緑部内顔面横ナデ題部外面へラ削り 覆土申 70％　 PL 60

番 号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 士 位 置 備　　 考

7 13 双孔 円 板 1．8 2．3 0 ．4 2 ．8 滑 石 外 面 研 磨 覆土 中 9 5％　　 P L 65

7 14 刀 子 （11．0） （2．2） 0 ．5 （22 ．9） 鉄 刀 身 部 中央 残 存 覆土 上 層

7 15 刀 子 （5．2） （2．8） 0．5 （11 ．8） 鉄 切 先 残 存 覆 土 中

7 16 刀 子 （9．0） （2．1） 0．5 （4 6 ．2） 鉄 刀 身 部 中 央 か ら切 先 残 存 覆 土 中 層

一一一一一一一一一一323－1－



綾　溝（第298図）

当遺跡からは，「3　申・近世の遺構と遺物」で記載した第4・31～33号溝を除いて28条の溝が検出されて

いるご　第6・7・22・29号溝は出土土器から近世の可能性が考えられ，その他の溝についても覆土の色調から

近世と推定されるが明確な時期は不明である。以下，これらの遺構については一覧表での記述とし，ここでは

吊引断面図と出士遣物を掲載し．平面図は付図に示す．、、

第6号溝土層解説

l　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

第8号溝土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

第11号溝土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

第13号溝土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

第15号溝土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒自微量

ロームブロック微量

ローム粒子少量

ロームブロック少量

ローム粒子の炭化粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子多量

ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ローム粒子微量

ロームブロック少量

ローム粒J’中量

第17号溝土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子の炭化粒子微量

第18号溝土層解説

ユ　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第20号溝土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック8焼土粒子・炭化ブロック微量

2　極暗褐色　ローム粒子も炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化ブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量

第23号溝土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第25号溝土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子微量

第27号溝土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子も炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第29号溝土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

第7号溝土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量

第10号溝土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　灰黄褐色　ロームブロック中量

第12号溝土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

第14号溝土層解説

1　異　　　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

第16号溝土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

第19号溝土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’－・炭化粒自微量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ロームブロック多量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第21号溝土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

第22号溝土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第24号溝土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

第26号溝土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

第28号溝土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック中量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

第30号溝土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量

－11－－1－32‘＿十一一一一一一1－－
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第　号藩出土遺物観察表　第錮囲う

墾 十 軽 別 極湖 中 U 可 器 高極 援 胎　　土 色 手 法 の 特 徴＋ 恒 朗 潤 い清　 孝

攣 恒 離 可 棚 巨船 日 用 日周 有薬 舶 載 「摘 ㌫舶醐 面及び船脚 ロナデ覆土中　 恒％

′　　′　　　　ノ、　　　　　　　　　　′

朗十種別極湖中い可器高極饅胎　　士色　　調焼成 手法の特徴i出土位置欄　　考
制圧絡蟻序欄車鋸可紅項 石英 明赤褐普通［庵部内のタ摘横ナデ　i覆二膵 5％

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′窒≡
′　　　　　　　　　　　　ノ　　ー　、、　′墨≡

′

‥　．　　　　　、　　　　　　く　　∴　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

、　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　　　　‘　　′　一　ノ　　　　　　　ー′　　　′　、　　　　　　・′　　　′、．

し　　　二．′　　　　　′・　　　　　　′　　　′　　′ノ・・′　．一　　　　　　　　、　′、　　′・　　　　　　　・　　一

、両’I摘まは長律3（ト53C肛　短律2（ト：j鉦111の円形または楕円形で．深さは30、一（瓶mである、、いずれも出上遣物がな

／ノ　・　′　ノ　　′ノ　　・・ノ　　　′′　　一　′　′　　′　′′　　　　′・・、・′′く　′！’′　　′　′　′　　′　　．、ノ　′、ノ

面から根石が検出されており。位置からも第3吊屈立柱建物跡などの根石を1、11う裾立柱建物跡群との関連性が

考えられ，末検出の据立柱建物跡の柱穴である可能性も考えられる、－
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第1号ピット群土層解説（Pl～P5）

1　黒　田　色　址上ゾl「′ン少量、U－∴ゾしトーク微；ll：　　　1　黒　褐　色　＝一一∴粒J’・少蔓

ご　黒　陽　邑　「トー∴プロ㍉・′ン微量

3　黒　褐　色　ロ…ムプロッタ少量

l　黒　揖　邑　ロー∴粒J’一少量．焼目白雄描：

㊨　　竃p2
＼

旦18月m

′　　　　　　一　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

6　黒　褐　色　ロ…ふ粒子微選

γ　黒　田　色　ロー∴粒戸口Ii：

：′、

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

監＝意

－　　　　　　　′　　・．′　　　　　　　′

当遺跡からは，「2　古墳i上HLの遺構と遺物」で記椛Lだ第（う号不明遺構を除いて不明遺構が1－i－か所で確認

されて障るが　出土土器がな齢ため時期不明である。第風音不明遺構は　第　号溝を掘　込んで　調査区域外

の水出に向かって緩やかに傾斜し。jl柚Iiに刺された状態で木杭が検出され言旧柄二Irliしていることなどから舟

繋ぎなどの施設の可能性も考えられる、＿つ二日、＼これらの遺構について，、白面図と日甜断面図を掲載する＿、

SX7

′　　・′　　　　　　　　　′　′　　　′

感㌢

－…－：う27　‥－

2m

整骨帥
‾減㌣

畢
1

C

‾『讐還御‾

1

藍痙
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第302図　第11号不明遺構・出土遺物実測図
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第7～9号不明遺構土層解説

1　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ローム粒子微量

第11号不明遺構土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化物微量　　　　4　暗　褐　色　鉄分中量，ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　　5　極暗褐色　鉄分少量，ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・鉄分少量　　　　　　　　　　　　6　極暗褐色　ロームブロック中量，鉄分少量

第11号不明遺構出土遺物観察表（第302図）

番 号 器　　 種 長　 さ 帽 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

7 50 杭 （2 6 ．0 ） （7．5） 6 ．5 （4 8 2） 木 製 下 端 部 四 面 加 工 ，加 工 面 に 工 具 痕 底 面

5　遺構外出土遺物と遺構一覧表

当遺跡から出土した遺構に伴わない主な遺物について，出土遺物観察表で記載する。また，本節の1～4で

記述した遺構の一覧表もここで掲載する。

Ⅵク752　　　－戊5

∈電撃撃7796

758癖が757

760

ご二三二
第303図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第304図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第305図　遺構外出土遺物実測図
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ノ　　　　　′′　′′一、′、　′′　，．，ト

番号　種別　器橙恒径器高底径　胎　土　色　調極成　 手法の特徴　　 出土位置　備　考

鵜師小中車車　　　 普通豊讐蘭底警親懲警
ァ2　磁中染鉦mi　 中・3　　　 堅緻靡禁諸芸昌凹鵬台学　 ト％㌘L翻

閥車師器　中接恒　　　　　 回休部痛へラ磨き　 調査証区

閥7　須恵器　施　捌車可　　 長石　　暗灰　良好　縁部内0外離グロナヂi　 i％Pと鋸

撒8　陶器　射鵬恒i 石英

閥9　陶器　舶用車割　線醜磨灰良好匪端掛ラ削瀞調査Ⅱ区

撒0陶器i明新車釦　　　 匿錆回冒縁部内瀾ロタロナヂi　恒甑

吏空⊥聖上Jd空吏垂j空事尋牽函津茹吾喪
中臓器瓶類i i摘i 長石さ砂粒匿灰回醐滴へラ削り　調査区

再師新海皿巨車中4

7両師新中車中の車英の雲母i浅黄橙　　　　　　 i鵬

閥畑尖頭器いめ畑　ゆ畑　や畑　を畑　硬質頁岩　両面調整木葉形　　　　　　　 調査区　梓と錮
閥5　尖頭器いせ7巨の中　あ　巨3　流紋岩　両面調整本葉私有蕃　　 ！・細緋緒堀恒錮

閥　尖頭器恒も2いせ　巨の日の目窯色別岩両面調整桶形　　　　　 継緋緒癌恒掴

開7　尖頭器巨目　せ　巨3日0日窯色安山岩匝調整三日月形　　　　　　　 桓糾

禰「親藩巨鋤）いぬ　巨中幽　 削岩　両面調整桶形　　　　　 枢緋欄恒錮

閥9　尖頭器　摘巨　巨0恒可　 頁岩　両面調整木葉形　　　　　 抽繍路用桓錮

滞り恒器　ト　ト中　の　巨3i　　 縦形削鼠両鵬絡刃獅商調整！調査繍緒堀桓鋸

捌　削器恒の釦恒温恒のア　浮可　硬願岩　縦形削鼠両側縁調整刃獅商一纏　枢膵第緒堀iPL錮

開　削若いの5巨の　巨逢い可　硬願岩　縮削鼠－′・働急角度の縄瀾摘縄調査区　恒鵬

聖」堅」曇生山聖上璧⊥聖止曇堅堅通垂車二二二二二「「丁遠義「下浣

ア掴　錮　巨畑　中　8日払1 硬錮岩　縦長附働諸細な摘痕潤と同一轡再射区「甑

繹5　磨石　巨中　02巨のo恒。可　安臓　両面に磨凱敲石兼用　　　　 調査区iPL礪

可磁朋事情巨可針目紺「チャート　側から調整　　　　　　 船路第鵬住iPは

繹8　剥片　巨を　巨7巨中　ゆ　「チャー中側縁部に次加工を有する　　　 調飢酎4中脳

言い　縦長剥片　十？　上り　1つ　　十り　　　黒曜右　　側緑が十信両帖二微細舶用∵虹高原‥症か　調音目白1巨
閥の　鉱　巨　巨日　中　の5　チャート　楓基部挟入　　　　　 船膵第路堀恒闘

聖」堅⊥聖⊥曇⊥聖⊥聖⊥ヱ聖」蜃憂車重二二二「「簿茹㌃「蒜
聖」堅⊥聖⊥聖止聖⊥璧止蔓垂」蜃衰車重二二二二「薄霧前市議
閥3　扱　いの　巨中　43序が　チャート　恒軋基部挽太　　　　　　　　　 恒63

叫　羞狭　い諸巨中錮つ幽「チャート　恒茎基部換入　　　　　 縄柑第雄住iPL梢

堅」埜」曇生捷望⊥璧⊥聖止三三⊥j逐逐車重二二二二「丁遠義「下浣
撒再製模造品恒の巨5巨8恒の釦　滑石　剣模鼠基部欠損　　　　　 調査区　恒桁

撒8　泥酔巨も　巨中　67いさ1　土製　恒楓恵比乳烏帽子を聖餐華中榔㈲満車蟻

垂⊂亘コ三重巨王E亘壬重工二を二重垂運を二二二二「「簿転読司
鋪項　鈴　巨　巨5極小。糾　　銅　恒欠損　　　　　　　 縄紺は区恒鮮

－V一一一∴う32－－1－－－－－



番号 銭　　 名 径 孔　 帖 重　 量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

799 元豊通宝 2．4 0 ．7 2．4 1 07 8 銅 北宋銭 ，無背銭 調 査 Ⅱ区 PL 68

8 00 大観通宝 2．5 0 ．6 2 ．3 1 1し17 銅 北宋銭 ，無背銭 調査 Ⅱ区 PL 68

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 焼成 色　　 調 備考 （出土位置）

751 縄文土器 深鉢 … （6．2） － 尖底部片で，撚糸文施文 長石・石英・雲母 普通 にぷい橙 調査 l 区

752 縄文土器 深鉢 … （3．4） － 尖底部片で無文 長石e石英0雲母 普通 にぷい褐 調査 I 区第2 号堀

番号 器　　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

795 円板 1．7 1．9 0．2 1 ．2 滑石 双孔 ，孔径 は0 ．2m ，内 ・外 面研 磨，鏡模 造 調査I 区 I 4 区 P L 6 5

番　 号 時　　　 期 器 形 お　 よ　び 文 様 の 特 徴 出　 上　 位　 置 備　　　 考

755～75 7 早期 中葉
胴 部片，沈線文土器群 ，横位の沈線文 を有 する 755調査 Ⅱ区C 9 区，75 6第 8 号

P L 6 2土器群 住居跡 ，757調査 Ⅲ区

760 早期末 葉 胴部片 ，条痕文系土器群 調査 I 区 I 4 区 P L（う2

7 58 前期初頭 （花積 下層） 胴部片 ，撚 糸庄痕文系土器群 第 2 号堀 胎土 に繊維含む　 P L6 2

7 59 前 期中葉 （黒浜） 胴部片，粗雑 な L R の縄文 調 査 I 区 I 」区 胎土 に繊 維含む　 PL 6 2

7 54 ・763 後期中葉 （加 曽利 B ） 目線部片，763 はR L の磨 消縄文 第 2 号堀，調査 第 I 区 PL 62

7 53 ・76 1 後期後半 （安 行 I ）
目線 部片，761は隆起帯 縄文 ，753 0 7 62は細 線 75 3調査 Ⅱ区，761調査 I 区，762

P L 62・7（う2 文 第63号住居跡

表2　梶内向山遺跡竪穴住居跡一覧表

根号跡

番　号
位 置 主軸方向 平 面 形 規　　　　 模 壁　 高 床面

内　　 部　　 施　　 設
覆土 主な出土遺物 時　　 期 備考 も重複関係

壁溝 主柱穴出入日ピット炉・竃貯蔵穴

1 K 5 h 4 N －440－W 方形 6．50　×　6．30 25～37 平坦 3 1 竃 1 自然 土師器 6世紀後葉
本跡→SK28・29・59・7車

84・85 e89・93

2 K 5 f 5 N －420－W 長方形 5．76　×　5．16 30～36 平坦 － 3 1 1 竃 1 人為 土師器 6世紀複葉 SI20→本跡→SI3，SK 16・83

3 K 5 e 6 N －4㌢∴W 長方形 7．12　×　6．12 10～18 平坦 一部 … 1 10 電 － 不明 土師器 6世紀末葉 SI2→本跡→SK83

4 K 5 h7 N －520－W 方形 5．64　×　5．62 30～36 平坦 一部 4 1 3 竃 2 自然 土師器，石製模造品 6 世紀複葉 焼失家屋

5 K 5 i8 N －450－W 方形 また 5．40　×（1．97）33～35 平坦 一一部 － … － 竃 1 不明 土師器，石器 6 世紀後葉 本跡→SI6は長方形

6 K 5 j8 N づ50－W 方形 6．90　×　6．80 30～36 平坦 み一部 4 2 － 痩目鼠 … 人為 土師器 6 世紀末葉 焼失家屋，SI5 ・7→本跡

7 L 5 a 9 N －500－E 長方形 7．60　×　6．10 30～35 平坦 ′ワ′一部 － － 2 － － 人為 土師器 6 世紀後葉 焼失家屋，本跡→SI6

8 L 5 d 7 N －340－E 長方形 5．34　×　4．45 24 平坦 … 1 － 1 － － 人為 土師器 6世紀中葉 焼失家風 SIll・→本跡→SD 4

9 L 5 b O N －370－W 方形 5．25　×　5．07 23～25 平坦 － 2 1 7 痩躇鼠 1 自然 土師器 6世紀後業

10 L 5 b 4 N －45。一W ［方形］ ［4．80］×［4．50］ ごり 平坦 YF′・”一部 2 痩環邑 不明 土師器，石製模造品 6世紀後葉
SI14・21→本跡→SK12・17・49・

51・52・73・204・211・212，SD 4

11 L 5 C 8 N －200－W ［方形］ （5．82）×　2．15 10～14 平坦 － － － 1 － － 不明 土師器，鉄器 5世紀後葉 本跡→SI8 ・13，SD 4

12 K 5 j6 N －45。－W 長方形 4．25　×　3．07 3 、日 平坦 － 3 － 1 … － 人為 土師器 6世紀 本跡→SK 35 ・60 ・61・69

13 L 5 b6 N －50C－W 方形 6．67　×　6．65 16～38 平坦 半周 4 1 1 竃 1 自然 土師器，土製品 6 世紀後葉
SIll・14→本 跡→SK26・38

A B ・44・67・82・95，SD 4

14 L 5 b 5 N －450－W 方形 ［6．36］×［6．00］20～23 平坦 一部 4 1 1 人為 土師器 6 世紀後葉
本跡→SIlO・13，SK 19・20A王3・

31・55・63・66・67・73・78・87，SD4

15 K 5 f9 N －350－W 方形 6．83　×　6．25 20 平坦 … － － － 竃 1 不明 土師器，須恵器 6 世紀後葉 本跡→SI16

16 K 5 g O N －310－W ［長方形］［7．50］×［6．50］ … 平坦 － 3 1 － 竃 － － 土師器，須恵器 6 世紀末葉 焼失家屋，SI15→本跡

17 K 6 h l N －59㌧ E ［長方形］［5．40］×［5．00］ － 平坦 － 3 － － － － － 土師器 6世紀後葉

19 L 5 e 6 N －540－W 方形 4．00　×　3．80 10 平坦 － 3 － － 幾日鼠 － 不明 土師器 6世紀後半

20 K 5 f4 N 鋤420－W 方形 また 3．74　×（1．44） 10 平坦 － … － － － － 人為 土師器 6世紀中葉 本跡→SI2 ，SK 83 ・84は長方形

－333－



住居跡

番　号
位 置 主軸方向 平 面 形 規　　　　 模 壁　 高 床面

内　　 部　　 施 蕗‾ル又
i覆土

主な出土遺物 時　　 期 備考 も重複関係壁溝回 出入年 ト
炉・磁貯蔵穴

21 K 5 j3 N …400－W ［方形］ 浩30］x ［6．∬］ 10 平坦
斗 伸

竃 不明 土師器，須恵器 6世紀後半
本跡→S独SK9～12瀞紛糾 B

65・紆紆骨載爛腰掛儲H ll，SI）4

22 I ヱhうⅣ1ぷ∴W ［方形］ 3．80　×［3．70］5 ～ユ2 平坦 虚心 不明 土師器，須恵器 8世紀後葉 SK271→本跡→SI23 A OB
…　　 3　　 1

23A B I 2 g 5 N …路㌧W 方形 4，75　×　4．65 2～8 平坦 み一一一部 4 i － 電 人為 土師器，須恵器 9世紀後葉 SI22→本跡

24 I 2 h 9 N －15。－W 方形 4」2　×　∠L 用 15～ノ22 平班 …ルー部 4 1＿ － 竃 … 自然 土師器，須恵器，鉄器 9 世紀前葉

25 I 2 g O N l ぜ∴W 長方形 4．11 ×　3．77 10～20 平川 一部 4 1 － 竃 … 人為 土師器 ，須恵器 8 世紀中葉

26 I 3 e 4 N 一㌢㌧W 方形 2．75　×　2．56 7 平坦 … … 盤躇鼠 … 不明 土師器，須恵器 9 世紀前葉 本跡→SK262

27 I 3 i4 N －OG 方形 ．摘　×木綿］ †り － － 1 － 竃 － 不明 土師器，須恵器 9 世紀中葉

28 I 3 iO N 一㌢㌧W 方形 2．94　×　2諸1 15～20 平坦 － － 1 1 竃 … 自然 土師器，須恵器 9世紀

29 I 4 日 N －鮮㌧W 方形 4．30　×　4．00 18 平坦 － － 1 － 竃 … 自然 土師器，須恵器 9世紀中葉 本跡→SK263

30 I 4 g l N …35㌦W 方形 5．40　×　5．20 18～20 平坦 － 4 ユ 1 竃 1 自然 土師器，須恵器 6世紀後半 本跡→SI38 ・SK 260

31 I 3 eO N －15㌧W 方形 3．70　×　3．40 9 ～15 平坦 － … 1 － 竃 － 人為 土師器，須恵器，鉄器 9世紀後葉 本跡→SB 3 1・5 ・日

32 I 4 b6 N l が∴W 方形また
は長方形 2湖主項1．50）22～27 平坦 … … … － － … 人為 土師器，須恵器 8～9 世紀 本跡→SK 269

33 I 4 a8 N －0 0 方形また
は長方形

3淵主項2．10） 10 平坦 … － － － － 不明 士帥器†鉄器 8～9 世紀

34 I 4 b 8 N －鮮 長方形 2．95　×　2．30 14～20 平坦 … － － 竃 － 不明 土師器，須恵器 8 世紀複葉

35 I 4 C 6 N lぱ 一W 長方形 3」0　×　2．70 15～25 平川 … 2 1 虔琵邑 － 自然 土師器，須恵器 9 世紀前葉

36 ‡4 d 8 N －45。－W 不整方形 5．85　×　5．80 4～10 平坦 2 疲目鼠 － 不明 士帥器 6 世紀中葉 本跡→SI37 ・SK 270

37 I 4 d 7 N …23。－W 長方形 3．90　×　3．30 0～10 平坦 竃 不明 土師器，須恵器 8 ～9世紀 SI36→本跡→SK270

38 I 4 g 2 N …1㌢∴W 方形 3．70　×　3．40 用 平坦 1 竜 人為 土師器，須恵器 ，石器 9 世紀中葉 SI30→本跡

39Å I 4 f 2 N …1が∴W 方形 2．95　×　2．95 5～9 平坦 竃 不明 土師器，須恵器 9 世紀前葉 SI39B →本跡

39 B I 4 f 2 N l で－W 方形 2．65　×　2．60 15～20 平坦 4 1 土師鼠　 須恵器 9 世紀前葉 本跡→SI39Å

40 I 4 d 5 N …240－W 方形 2．60　×　2．35 15 平坦 全周 1 痩日鼠 自然 土師乳　 須恵器 8世紀後柔 本跡→S抱い SB lO

41 I 4 d5 N 一拍㌧W 方形 3．00　×　2．80 11 平趨 YYノー′′′一部 1 電2 自然 土師器，須恵器渦 器 9世紀前葉 SI40→本跡

42 I 4 e6 N l 悪∴W 方形 3．60　×　3．40 3 ～7 平坦 － － 竃 不明 土師器，須恵器 9世紀前葉

43 I 4 h 2 N －220－W 長方形 4．30　×　3．70 18～26 平坦
全可

”－〝一朝 i

つ

全可

1
」

日

当

」

竃2 」

」

自然

不明

土師器，須恵器 8世紀中葉

本跡→SB 8

41ま I 4 i5 N －37。－E 長方形 3．00　×　2。60 10 平坦 － 竃 十師器，須恵器 10世紀後半

45 I 4 g 8 N －390－W 長方形 4．30　×　3．80 4 ～10 平坦 － 竃 不明

自然

人為

自然！

」

不可

… ！

叫

自然 l

」

不明

自然

自然！

土師器，須恵器 9世紀前葉

46 I 4 h O N ∴P ∴W 方形 3．20　×　3．10 11 平坦 － 1 竃 土製品 ，石製品 8 世紀後薬 焼失家鼠　 本跡→SK272

47 A J 4 c O N 一泊㌧W 長方形 6．10　×　5．10 5～18 平坦 － 4 1 竃 土製品，鉄器 10世紀前半 SI47 B 658→本跡

47 B J 4 c O N …380－W 長方形 5．30　×　4．65 5～25 平坦 一部
4 1

」

3 ！

」

」

3 ！

l 竃 土師器，須恵器 9 世紀末葉 SI58→本跡→SI47A

48 I 4 h 9 N －300－W 方形 3．70　×　3．50 12～ユ8

可

つ

18～24 i

平坦 － l 竃 … 土師器，須恵器 8 世紀中葉 SK512→本跡→SB 8

49 I 4 g O N 輔が∴W ［長方形］ ［5．50］×鉦 75］ 平坦 － 1

」

つ

つ

」

1 ！

」

」

つ

9 ！

」

つ

痩巨邑 － 須恵器 8 ～9世紀 SK 512→本跡→SB 8

本跡→SK279～281

50 J 4 a 9 N －30－W 方形 2．80　×　2．75 平坦 －
1 1

」

」

1 ！

竃 － 土師器，須恵器 8 ～9世紀

51 J 4 b 5 N －22㌧W ［方形〕 ［3．25］×［3．10］ 平坦 … 痩琵邑 … 土師乳　 須恵器 8 ～9世紀

52 J 4 e 9 N －3㌢∴W 方形 3諸0　× ：「腑 平川
」

」

」

」

」

」

」

p一一一一一可
」

全可

つ

全可

竃 － 土師乳 須恵器　 ！

l

8 ～9世紀

53 J 4 aO N －300－W 方形 3．50　×　3．45 15～20

2 ～17

平坦 4 竃 －
土緒 ，柑 器，硝 i

8世紀後半 本跡→SD31

本跡→SI47 A ・B ，SK 519

54 J 4 d8 N －52㌦E ［方形］ ［3．80〕×［3．60］ 平坦 4 i

」

つ

バ

」

」

」

」

」

」

l 竃 」

」

」

一

つ

一

つ

士帥器†須恵器 10世紀後半

55 J 4 C5 N 十㌢－W 方形 3．75　×　3．50 平川
l ！

」

i i

つ

1 ！

竃 土師器，須恵器，石器 9世紀前半

56 I 5 fl N 4 プ∴W 長方形 4．60　×　3．40 2 ～5 平坦 竃 土師器，須恵器 8世紀後葉

57 J 4 e 5 N －320－W 方形 4．25　×　∠巨捕 5～15 平坦 竃 土師器，須恵器 9世紀中葉

58 I 4 d O N －420－W 方形 3．93　×　3．90 14～20 平坦 竃 土師器 10世紀

59 E 9 b 6 N …65㌧W 方形 3．90　×　3．65 30 平坦 竃 自然 土師器，須恵器 9世紀複葉 棚状施設あり，本跡→SD 7

緋 E 9 a 7 N 一泊㌧W 方形 2．93　×　2．78 20～25 平坦 1 竃 自然 土師乳　 須恵器 9 世紀後発 本跡→SD 7

61 J 2 a 3 N －20㌧W 方形また
は長方形 3．85　×（3．30ラ20～26 平坦 2 竃 自然 土師器，須恵器 8 ～9世紀 本跡→SK321

62 A I 2 j5 N ∵『㌧W 方形 3．70　×　3，50 20 平坦 1

」

竃 自然i

」

土師器，須恵器 9 世紀前葉 SI62 B→本跡→SB14

62 B I 2 j 5 N －2㌦W 方形 3．30　×　3．20 24 平坦 竃 土師鼠　 須恵器 8 世紀後発 本跡→SI62Å

－．－lll－33∠4一一一一一一一l－



似若路

番　号
位 置 主軸方向 平 面 形 規　　　　 模 壁　 高 床面

内　　 部　　 施　　 設
覆土 主な出土遺物 時　　 期 備考 さ重複関係

壁溝 主柱穴出入＝ピット炉・竃貯蔵穴

63 I 2 d N －5 ㌧W 方形また
は長方形

2潤いバ狛輝 23～ノ28 平坦 － － … － 竃 － 自然 土師器ラ　須恵器 醜機中機業

64 J 2 C
恒 … 方形 5．00　×　4．65 5～17 平坦 … 4 1 … 痩巨邑 － 不明 土師器 ク須恵器 8 世紀複葉

65 I 3 日 N 1 5㌧W 長方形 3．90　×　3．35 10～′20 平坦 － 4 － － 痩地 － 自然 鉄器 9 世紀前半 焼失家屋，本跡→SK527

66 J 2 b 9 N 一路㌧W 方形また
は長方形 5．90　×（4．10ラ 10 平坦 － 3 － 幾日温 － 不明 土師器，須恵器 6 世紀前後 SI67・→本跡→SK340

67 J 2 a O N 一緒㌧W 方形また
は長方形 3．75　×甘10） 10 平坦 － 2 － － － 不明 土師器 5 世紀 本跡→SI66，SB17，SK 340 ・341

68 I 2 jO N －1が∴W 方形 3．70　×　3．60 20 平坦 … 4 1 － 竃 － 自然 土師器，須恵器 9 世紀中葉

69 J 3 a 2 N ㍗2㌦W 長方形 4．80　×　3．90 30 平坦 … － － － 芯 － 自然 土師器瀾 恵器　 鉄器 8 世紀後葉 本跡→SK329

70 J 3 b 6 N 一㌢㌧W 方形 5．65　×　5．60 24～30 平坦 … － － － 幾日且 － 自然 石器，鉄器 8 世紀後半

71 J 3 b9 N 一路㌧W 方形 5．05　×　4．85 18～27 平坦 － － － － 竃 － 自然 土師器，須恵器 8 ～9 世紀

72 J 3 cO N －21㌧W 長方形 4．25　×　3．65 20～30 平坦 … － － … 竃 … 自然 土師器，須恵器 9世紀前半 本跡→SI74

73 J 3 f9 N …100－W 方形 3．80　×　3．70 10 平坦 － 4 － － 竃 － 自然 土師器，須恵器 9世紀後半

74 J 3 cO N －39。一E 方形 3．25　×　3．00 38 平坦 － － － … 竃 － 自然 土師器，須恵器 9世紀後半 SI72→本跡

75A J 4 el N ∴P ∴W 方形 4．05　×　3．70 20～30 平坦 － 4 1 － 竃 － 自然 土師器，須恵器 8世紀後業 SI75 B →本跡

75B H el N ∴P －W 長方形 3．70　×‾3．30 摘 平坦 －
巨

ユ
！
［… 竃 － － 土師器，須恵器 8世紀複葉 本跡→SI75Å

76 J 4 h 5 N －760－E 方形 3．10　×　2．90 10 平坦 … 竜 － 不明 土師器，須恵器 8～9 世紀 本跡→SK 334

80 E llc 8 N 4㍍∴W 方形また
は長方形

（3．35ラ×（2．20） 10 平坦 － － 竃 － 不明 灰粕陶器 狛摘己 本跡→SK lO臣 101

81 D 11 j9 N ㌘ぱ∴W ［長方形］［3．95］×［3．20］ － 2 － 痩巨邑 … 不明 灰粕陶器 9世紀後半

82 D llh 6 N 4 ぜ∴W 長方形 3．40　×　3．00 20～35 平坦 全周 － 竃 － 自然 土師器，須恵器 9世紀後葉

83 D llb 7 N …65。－W 長方形 3誹5　×　2．30 25 、平坦 全局 1 一 竃 － 自然 土師器 ，石製品 9 世紀複葉

84 D llb 3 N …32。－E 方形 3．65　×　3．40 12～ノ17 平坦 全周 1 － 盤躇鼠 － 自然 土師器，須恵器 9 世紀後葉 焼失家屋か

85 E llc 5 N ㌘ぱ∴W 方形 2．90　×　2．80 10～′15 平坦 － － 竃 － 自然 土師器瀾 恵器　 鉄淳 9 世紀

86 E ユOb 9 N 4 ぷ∴W 長方形 3．50　×　31 5 8 ‰10 平坦 一一一一一一一部 － … 竃 … 不明 土師器，須恵器 9 世紀後半 本跡→SB l，SK 12巨 は2

87 E lO a 7 N …540－W ［長方形］ ［3．顧 ×［3．00］ … 4 1 竜 － － 9 世紀後発

88 E lO e l N やげ㌧W 長方形 3．55　×　3．10 10 平坦 －　　 4 l 2 竃 … 不明 灰粕陶器，鉄器 9 世紀中葉 本跡→SK 157

89 E lle3 N …42㌧W 方形 また
は長方形

［3．20］×（1．85） 20 平坦
」

つ

l

盤目鼠 － 人為 土師器，須恵器 9 世紀後葉 本跡→SK 197 ・198

いり E 8 C7 N －4㌢∴W ［長方形］ （3．50）×　3．00 30～45 平坦
“ハ′ル潤 一

」 ‖

竃 － 自然 土師器，須恵器 9 世紀中葉 焼失家屋，本跡→SD25

91 E 7 a7 N 4 ぜ∴W 方形 4．78　×　4．76 25～36 － 炉2 1 人為 土師器 5 世紀後半 焼失家屋

92 D 8 f l N －260－W 方形 7．00　×　6．92 40～48 平坦
全周巨

－ 1 炉 1

1

自然 土師器 5世紀中葉 焼失家風 本跡→SK436，SD 25

93 E 7 iO N …360－W 方形 4．92　×　4．82 34～48 平坦 全域　 4 1 1 炉3 自然 土師器 5世紀後葉 焼失家屋

94 E 7 e O N l 詔∴W 隅丸方形 4．62　×　4．57 5 平川
」 」

… 」

全周　 …

」

1

1

盤日鼠

不明 土師器

土師器，須恵器

古墳時代 方形竪穴遺構

95 E 7 g O N －540－W 長方形 3．15　×　2．75 4 平坦 不明 5世紀複葉 方形竪穴遺構

棚状施設あり

96 F 8 a 6 N －430－W 長方形 3．40　×　3．05 10～20 平坦 自然 9世紀中葉

97 E 8 e 7 N －壷㌦W 方形 3．70　×　3．40 35～45 平坦
…一部巨

1 － 竃 人為 灰粕陶器 9世紀中葉

98 E 9 a l N …238－E 方形 3．55　×　3．40 40へノ48 平坦
… 「

1 2 竃 人為 土師器，須恵器 9世紀後発

99 F 8 a 7 N …520－W 長方形 6．10　×　5．70 平坦
つ 4

1 盤り且 － 土師器 6世紀中葉

表3　掘立柱建物跡一覧表

番　 号 位　 置 桁行方向
柱 間 数

（桁 ×梁）

規模 （桁 ×梁）

Lm 〕

構　 造
桁 行 柱 間

寸法 （m ）

梁 行 柱 間

寸法 （m ）

面　 積

（rの

柱　　　　　　　　　 穴

備　　　　　 考
平 面 形 長径 ×短径 （Cの 深 さk m ）

1 E lOd 9 N ㌘ぱ㌧ E 3 ×l 7 ．20 ×4 ．40 側柱 2 ．20～2．66 4 ．4 31．7 円形，楕円形 50～68 ×46～50 20～60 中世

2 I 3 e 6 N －81㌧虻 3 ×2 5 ．00 ×3 ．55 個性 1．40～1．80 1 ．75～1．80 17 ．9 円私 楕円形 65～107 ×60～83 ユ8～50 奈良 ・平安時代

3 I 3 d 9 N －7㌢∴W 7　×4 14．70 ×8．10 総柱 2 ．00～2．10 2 ．00～2 ．10 119．0 円形，楕円形 40～110 ×36～72 24～48 中世，柱穴に軽石

4 I 3 C 9 N －73。－W 5 ×2 12．00 ×4 ．40 側柱 2 ．50～2．80 2 ．00 ～2 ．45 52 ．8 円形，楕円形 38～76 ×38～56 42～54 中世

こ） I 4 d l N ・・1－24〇一E 4　×　2 8 ．90×4 ．20 側廿 1 ．70～ノ2 ．60 2．併巨 2∵狛 37 ．4 円形，楕円形 34～70 ×3（トノ50 35へノ55 中世，柱穴に根石
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番　 号 位　 置 桁行方向
柱 間 数

（桁 ×梁）

規模 亜 ＼梁）

（m ）
構　 造

桁 行 柱 間

寸法 （m ）

梁 行 柱 間

寸法 軸扇

面　 桔

十山1

柱　　　　　　　　　 穴
巨　 考

平 面 形 長径 ×短径五扉 深さ（cmラ

6 I 4 b l N －56㌧ E （2 ×‖ 3 ．06 ×2 ．00 側柱 1．50～ 1．57 2 ．00 賂誹 円私　 楕円形 34～50 ×32～40 23 ～58 中世，柱穴に根石

7 I 4 b3 N －580－W （4 × 2 ラ 8 ．60 ×3 ．80 側柱 2 ．10～ 2．30 1．70 ・2 ．10 （32 ．7） 円形 35～ 54 26～ 46 中世

8 I 4 h 9 N －740－E 3 × 2 5 ．20 ×4 ．30 側柱 1 ．60′～1．84 2．従い 2 ．30 22 ．4 円形，楕円形 50 ～ノ76 ×44へノ68 14～ 52 中世

9 I 4 C2 N －3 ㌧ E 2 × 1 4 ．50 ×3 ．30 側柱 2 ．00～2 ．50 」．JO （14 潮 円私 楕円形 32～ 50 ×30～ノ38 26～ 40 中世，柱穴に根石

10 I 4 e 3 N －75㌦ E 5 × 3 12 ．24 ×6 ．36 二面庇 2 ．40～ノ2 ．50 3 ．40 77．8 円私 楕円形 32～ 80 ×30～ 60 36～ 60 中世

‖ I 4 e l N －16㌧ E 6 × 3 8．94 ×6．50 二面庇 1 ．20 ～ノ2 ．50 3 ．20 ・3 ．40 58．1 円形，楕円形 68～ 74 ×34～ 40 21～ 59 中世

12 I 4 j5 N …370 －E 3 × 2 6．40 ×4．30 総柱 2．00～ 2 ．20 1 ．80～2 ．45 27．5 円形，楕円形 46～ 57 ×45～ 52 12～50 中世

13 I 4 j7 N －2㌢∴W 3 × 1 5．53 ×3．85 側柱 1．70～ 1 ．85 3 ．85 21．3 円形，楕円形 48～60 ×44～48 17～50 中世

14 J 2 a 6 N －740－E 3 × 2 7 ．55 ×5．00 総柱 2 ．20～ 3．15 2 ．45～3 ．00 37 ．8 円形，楕円形 36～66 ×34～53 17～50 中世

15 I 2 j9 N 一路㌧W 3　×2 5 ・80 ×3 ．20 側柱 1．52～ 1．90 1．50 ～1 ．60 16 ．0 円形，楕円形 48～70 ×44 へノ63 34へノ57 中世

16 I 2 j9 N ㍉鮮㌧W 3 × 2 5 ．12 ×3 ．20 総柱 1 ．50～ 1．90 1．50～ 1 ．70 16 ．4 円形，楕円形 30 ～52 ×26～ 40 10～ 38 中世

17 I 2 j9 N －9 0－W 3 × 2 7 ．36×4 ．90 側柱 2 ．10～2 ．50 2．40～ 2．50 演 ．1 円私 楕円形 34～ 50 ×34～ 40 14～ 48 中世

表4　梶内向山遺跡井戸跡一覧表

番　 号 位　 置 長軸方向 平　 面　 形

面 首 覇

i 長径×短径

！深 さ

巨 m） 壁　　　 面 底　　　 面 覆　 土 主な出土遺物 時　　 期 備　 考　　　 重　 複

l B ll g3 N －0。 円形 1．14 ×1．12 （100） 外傾 … 自然 … 中 ・近世

プ B ll j l．N －18㌧ E 楕円形 2．20×1．55 164 外傾 平坦 人為
－ 中・近世

3 B lO jO N －390－W 楕円形 1．20×1．00 （ユ20） 外傾 － 自然 － 中・近世

4 C lOb 7 N －50－W 円形 0．94×0．86 （65） 外傾 … 自然 － 中・近世

5 D lla 6 N →y 円形 L 24×1．20 1川 外傾 平坦 自然 石製品 中・近世

6 E lld 3 N －900 円形 L 10×1．04 （80） 外傾 … － － 中・近世

7 E lOe 7 N －380－W 円形 1．45×1．43 （180） 外傾 … … 陶器，木製品 14世紀中葉

8 E lO e 6 N －780－W 楕円形 2．80×1．70 （230） 外傾 － 自然 土師質土器 14世紀中葉

9 E lO h Z Ⅳ－300－W 楕円形 2．12×1．76 （200） 外傾 … 人為 陶器 目性紀中葉

10 D lOg 9 N －500－W 楕円形 1．72×1．48 （150） 外傾 … 自然 － 中 ・近世

11 K 6 f3 N －210－E 楕円形 1．65×1．15 （130） 外傾 ・緩斜 － 人為 － 中・近世 SI）2→本跡

12 J 4 g 9 N －310－W 楕円形 1．20×1．05 119 垂直 平坦 自然 土師質土器 ，陶器 13世紀前半

1．3 I 3 f2 N －530－E 楕円形 1．38×1．10 140 外傾 皿状 自然 土師器，須恵器 9世紀前葉

ユ4 I 3 fO N －0 0 円形 1．30×L 27 135 垂直 平坦 自然 土師器，須恵器 8～9 世紀 SK 260→本跡→SBll

15 I 4 C 5 N 十㌢－W 不整楕円形 1．60×1．35 153 外傾 平坦 人為 － 中 ・近世 SE 16→本跡

16 I 4 C 5 N …360－W 円形 1．30×1．30 155 外傾 平坦 人為 石製品 中 ・近世 本跡→SE15

17 I 3 d4 N 1 ㌢ 円形 3．30 ×3．00 （230） 緩斜 … 自然 陶器 15世紀

18 J 5 a2 N －130－E 円形 1．26×1．24 138 外傾 平坦 自然 磁器 中世

19 J 2 a3 N －80㌧ E 楕円形 2．43×2．05 （170） 外傾 － 自然 土師質土器 ，磁器 14世紀前葉 SI61→本跡

表5　土坑一覧表

土坑

番号
位置 長軸方向 平面形

規 模 （m ） l深さ

巨 m） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 ・重複関係
長径 ×短径

l L 6 g 5 N －46㌧W 不定形 ［1．70］×　0．80 28 緩斜 平坦 自然 土師器 本跡→SD l

2 L 6 g 5 N －160－W 不定形 ［1．66］×　0．76 28 緩斜 平坦 自然 － 本跡→SD l

3 L 6 g4 N －710－W 不定形 1．52　×　0．70 18 緩斜 平坦 自然 － 本跡→SD l

4 L 6 g4 N －680－W 不定彬 ［2．34］×　0 ．77 23 緩斜 平坦 自然 …

5 M 6 bl N －55㌧W ［楕円形］ 2．20　×（0．50） 52 緩斜 平坦 不明 －
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土坑

番号
長軸方向 平面形

規 模 （m ） i深さ

巨 m） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 ・重複関係
長径 ×短径

6 K 4 iO N －55㌦W 長方形 2．16　× 1．14 12 緩斜 平川 自然 －

7 K 4 i O
心 46㌧w

j
楕円形 1．92　× 1．04 1．6 緩斜 平坦 自然 －

8 K 5 j 2 N －310－W 不整長方形 1．00　×　0．61 17 緩斜 平坦 自然 －

9 L 5 a 3 N －450－W 長方形 2．60　×　0．87 4 1 直立 平班 人為 土師質土器 土墳墓，SI2 1 ・SD 4 →本跡→SK 90

10 K 5 j4 N －52U－E 杯整楕円形］ 0．84　×　0．53 1 1 外傾 皿状 人為 石塔 士墳墓，SI2 1→本跡→SK4 0

11 K 5 月 N …510－E 不整楕円形 1．30　×　0 ．95 28 外傾 皿状 人為 古銭 土壌墓，SI2 1→本跡

12 L 5 a 4 N －76㌦W 不整楕円形 2．55　×　0．62 14 外傾 平坦 不明 土師器 SI21，SK 79 ・204→本跡

13 K 5 g 5 N ㌘ぱ㌧W 楕円形 11 4　× 1．00 40 緩斜 平坦 自然 …

14 K 5 g 5 N －330－E 楕円形 1．50　× 1．10 40 緩斜 平川 人為 －

15 K 5 h 6 N 4 ぎ ーE 不整楕円形 2．10　× 1．67 48 外傾 jm 状 人為 人骨片 土壌墓

16 K 5 f 5 N …300－W 楕円形 L 40　×　0．90 19 外傾 平坦 人為 － 土壌墓，SI2 ・SK 83→本跡

17 L 5 b 4 N －5 0－W 楕円形 2．1．0　× 1．05 38 外傾 皿状 人為 土師質土器，古銭 土墳墓，SIlO→本跡

18 L 5 b 5 N －53 0－E 楕円形 1．08　×　0．80 31 外傾 平坦 不明 － SI）4 →本跡

19 L 5 b 5 N －68 0－W 楕円形 1．07　×　0．74 21 外傾 皿状 人為 数珠王，人骨 土墳墓，SI14→本跡

20 A L 5 b 5 N …20 0－W 楕円形 1．55　× 1．20 2 7 外傾 皿状 人為 陶器，古銭 土墳墓，SIユ4 ・SK 20 B ・SD 4 →奉跡→SK 55

20 B L 5 b 5 N －670－W 楕円形 （0．98）×　0．92 11 外傾 皿状 人為 人骨片 土壌墓，SI14 ・SK 78→本跡→SK 20 A

2ユ L 5 b 6 N －38㌦ E 不整楕円形 1．10　×　0．80 25 外傾 皿状 人為 古銭，人骨片 土壌墓，SK 58 ・82 ・95→本跡

22 L 5 C 5 N －5㌢∴W 隅丸長方形 2．12　×　0 ．86 40 外傾 人為 土師質土器，古銭 土墳墓，SD 4 →本跡

23 L 5 C 6 N －350－E 隅丸長方形 1．30　×　0 二92 53 外傾 皿状 人為 土師質土器，古銭 土墳墓

24 L 5 C 6 N －300－E 隅丸方形 L 47　× 1．40 64 直立 皿状 人為 陶器，人骨片 士墳墓，SD 4 →本跡

25 L 5 d 6‾N －560－W 楕円形 1．65　×　0．80 30 外傾 皿状 人為 磁器，石塔 土墳墓，SD 4 →本跡

26 L 5 b 6 N －38㌧ E 不整楕円形 L 40　× 1．ユ2 56 外傾 平坦 人為 土師質土著凱　古銭 土墳墓，SI13，SK 58 サ95，SD 4 ・→本跡

27 K 5 j5 N －41㌦ E 隅丸長方形 1．12　×　0．83 47 外傾 凹凸 人為 人骨片 ・南 土墳墓

28 K 5 h 4 N －18㌦W 楕円形 1．17　×　0．90 33 直立 平坦 人為 土師質土乳　 石塔 土墳墓，SI l→本跡

29 K 5 g 4 N …59㌦W 楕円形 1．25　×　0．92 4 3 外傾 平坦 人為 陶器，石塔 土墳墓，SI l→本跡

30 K 5 g 7 N …90 0－W 楕円形 1．00　×　0．60 10 緩斜 皿状 人為 人骨片

土師質土器

土壌妾

31 L 5 a 5 N －32 0－E 長方形 1．05　×　0．80 3 0 直立 平坦 人為 土壌墓，SI14→本跡

土墳墓，SK 76→本跡

32 K 5 j 5 N …40 0－W 長方形 1．54　× 1．05 3 7 外傾 平坦 自然

33 L 5 a 7 N …23㌦ E 円形 0．95　×　0．92 25 外傾 皿状 自然

34 L 5 a 8 N …380－W 長方形 2．81 × 1．00 55 直立 平坦 人為

35 L 5 a 6 N －250－E 楕円形 1．33　×　0．81 20 外傾 平坦 人為 SI12→本跡→SK 50

36 K 5 j3 N …420－E ［楕円形］ ［0．87］×　0．70 32 直立 皿状 人為 古銭，人骨片 士墳墓，SI2 1，SK 57 の203→本跡

37A L 5 a 2 N …470－E 楕円形 1．25　×　0 ．87 36 直立 jm状 人為 人骨片 ・歯 士墳墓，SK 37 B ・SD 4 →本跡

37 B L 5 a 2 － － 0．90　×細．35） 10 外傾 人為 人骨片 土墳墓，SD 4 →本跡→SK 37 A

38 A L 5 b 7 N －510－W

N －48㌦W

i

i

長方可

1．46　×　0．96 42 外傾 皿状 人為 土師質土器，古銭 土墳墓，SI13 ・SK 38 B →本跡

38 B L 5 b 7 0．70　×（0．26） 8 外傾 皿状 人為 土師質土器，古銭 土墳墓，SI13→本跡→SK 38A

39 K 5 i5 1．56　×　0．92 15 外傾 平坦 人為 人骨片 土墳墓

40 K 5 j 4 N …40 0－E 不整円形 0．88　×　0．83 41 外傾 皿状 人為 土師質土器，人骨片

古銭，人骨片

土壌墓，SI2 1 e SK lO→本跡

41 L 5 C 7 N －43 0－E 円形 l．10　× 1．00 30 直立 皿状 人為 士墳墓，SI13 ・SD 4 →本跡

士墳墓

42 K 5 j 4 N －5 0－W 楕円形 0．68　×　0．50 18 外傾 皿状 自然

43 K 5 i 4 N －56㌦ W 楕円形 1．24　×　0．86 34 直立 平坦 人為

44 L 5 b 7 N …520－E 楕円形 1．42　×　0．75 35 外傾 皿状 人為 土墳墓，SI13 ・SK 47→本跡

45A L 5 e 7 N －460－E 長方形 0．92　×　0．82 21 緩斜 平坦 不明 土師質土器，磁器

土師器　　 l

本跡→SK 45 B

4 5 B L 5 e 7 N －420－W 長方形 1．04　×　0．72 34 外傾 平坦 自然 SK 45 A ・45 C →本跡

45 C i

4 6 1

IJ 5 f7 ！

L 5 e 8 i

N …420－E

N ∵ぱ㌧E

楕円形

不整楕円形

0・94 × 0可

1・98 × 1・32 i

1日

86 i

緩斜

緩斜

平可

皿可

自然

自 ・人

本跡→SK 45 B
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土坑

番号
位置 長軸方向 平面形

規 模 （m ） ！深さ

i （cm） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 ・重複関係
長径×短径

47 L 5 b 7 N …79 0－E 楕円形 1．24　×　0．87 25 外傾 皿1状 人為 土師質土器，古銭 土墳墓，SI13→本跡→SK 44

48 L 5 e 8 N …38 0－E 長楕円形 2．96　× 1．06 100 外傾 平坦 不明 土師器

49Å L 5 b 3 N l で㌧W 隅丸長方形 1．19　×　0．86 59 外傾 皿状 不明 土師器 SIlO ・21，SK 211→本跡，SK 49 B 新旧不明

49B L 5 b 3 N …220－W 不定形 0．80　×　0．57 3 0 緩斜 平坦 自然 … SIlO ・21，SK 211→本跡，SK 姻Å新旧不明

50 L 5 a 6 N －6㍍∴W 不定形 1．85　×　0．97 2 5 緩斜 平坦 自然 － SK 3 5－ヰ本跡

51 L 5 b 4 N －250－E 楕円形 1．04　×　0．85 33 外傾 皿状 人為 土師質土器，人骨片 土墳墓，SIlO ・21→本跡

52 L 5 b 4 N －25㌦ E 楕円形 1．20　× 1．00 23 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭 土墳墓，SIlO→本跡

53 L 5 d 9 N －440－E 楕円形 0．98　×　0．75 15 緩斜 平坦 自然 土師器

54 L 5 d O N －520－E 円形 0．80　×　0．75 45 外傾 皿状 自然 土師器

55 L 5 b 5 N …62 0－E 楕円形 1．38　×　0．83 40 外憾 皿状 人為 石塔，古銭，人骨片 土墳墓，SI14 ・SK 20 A ・SD 4 →本跡

56 L 5 b 8 N …42㌧W 楕円形 1．26　×　0．64 30 外傾 平坦 自然 － SD 4 －ヰ本跡

57 K 5 j 3 N －370－W 楕円形 0．53　×　0．46 6 緩斜 平坦 不明 土師質土器 本跡→SK 36

58 L 5 C 6 N －440－W 楕円形 1．00　×　0．70 35 外傾 皿状 人為 土師質土乳　 古銭 土墳墓，SK 95－ヰ本跡→SK 21 ・26

59 K 5 i 4 N …4 0－W 不整楕円形 1．25　× 1．00 5 0 直立 平坦 人為 陶器，古銭 土墳墓，SIl →本跡

60 K 5 j 6 N 4 圭 一W 楕円形 0．90　×　0．62 3 1 外傾 平坦 自然 土師器 SI12→本跡

61 K 5 j6 N ∵ぱ㌧E 楕円形 0．67　×　0．46 14 外傾 皿状 不明 － SI12→本跡

62 K 5 i3 N －3 0－W ［楕円形］ （1．10）×　0．86 35 直立 皿状 人為 古銭，人骨片 土壌墓，本跡→SK9 3

63 L 5 b 5 N …4．80－W 不整形 1．27　× 1．1、5 39 緩斜 ∬丘状 自然 … SI14→本跡，SK6 7新旧不明

64 K 5 j2 N －49㌦W ［長方形］ （1．37）×　0．71 10 緩斜 平坦 自然 … 本跡→SK 65 ・72

65 K 5 j2 N l ぱ㌧E ［隅丸方形］ 0．80　×（0．75） 26 外傾 皿状 人為 人骨片 土墳墓タ　SI21 やSK 64→本跡→SK 70

66 L 5 a 5 N －7㌧ E 楕円形 1．43　×　0．89 … 外傾 平坦 － 土師質土器 SI14 ・21→本跡

67 L 5 b 6 N 血42㌦ E 楕円形 0．94　×　0．54 50 外傾 皿状 人為 土師器 SI13 0ユ4→本跡，SK 63新旧不明

68 L 5 a 6 N l が㌧E 長方形 2．30　×　0．85 3 0 外傾 平ま昼 自然 土師器 SIl．3→本跡

69 K 5 j 6 N …340…W 不整楕円形 1．35　×　0．93 2 7 外傾 平坦 自然 … SI12→本跡

70 L 5 a 3 N 4 ず∵W 長方形 3．75　×　0．88 46 外傾 平坦 人為 磁器，土師器 SI21 ・SK 65 0S D 4 →本跡

71 K 5 j3 N …570－E 楕円形 1．18　×　0．87 20 緩斜

直立

直可

緩可

平坦

人為

人為

－ SI21→本跡

72 K 5 j2 N 4 悪㌧E 隅丸長方形 0．92　×　0 。60 40 皿状 人骨片 土壌墓，SK64→本跡

73 L 5 a 5 N －53㌦ E 不整楕円形 0．86　×　0．72 45 平坦 人骨片

i

古銭

土墳墓，SIlO ・14→本跡

74 K 5 i3 N …0 0 円形 0．90　×　0．80 20 皿状 不明 SIl →本跡

土墳墓，本跡→SK 34

75 L 6 il N －73 0－E 長方形 L lO　x　O．67 7 緩斜 平坦 不明

76 L 5 a 8 N －48㌦ E ［長方形］ （0．70）×　0．60 26 外傾 皿状 人為

自然

不可

人可

人可

一 ！

人為 ！

77 K 5 i 8 N －560－E 隅丸長方形 1．02　×　0．83 48 緩斜 皿状 士帥器 SI 5　や　6 －ヰ本跡

78 L 5 b 5 N 4 ぱ㌧E ［楕円形］ ［1．20］× 1．00 5 緩斜 平坦 － SI14 やSI）4 →本跡，SK 20新旧不明

79 L 5 a 4 N 4 ぱ㌧E 不整楕円形 1．00　×　0．70 20 外傾 皿状 古銭，人骨片 土墳墓，SI2 1→本跡→SK 12

8 0 K 5 j4 N …520－W 楕円形 0．98　×　0．68
20 i

l

25 i

外可

つ

直可

直可

外可

叫

」

平坦

人骨片　　 i

i

人骨片　　 ！

i

l

i

人骨片　　 ！

土墳墓，SI2 1→本跡

81 M 6 b l
N －720－可

… ！

N …45 0－可

不整楕円形 4．00　× 1．60 SD l →本跡

82 L 5 b 6 ［円形］ 0．90　×（0．90） 土墳墓，SI14 ・SD 4 →本跡叫SK2 1 ・95

83 K 5 f 5 ［長方形］ ［8．00］×　0．50 30 平坦 人為

人可

… ！

ー i

人可

SI 2 ・3 ・20→本跡→SK 16 ・84

84 K 5 g 4 N －450－E ［長方形］ ［2．48］×　0．84 36 平坦 SI l ・20，SK 83→本跡→SK8 5

85 K 5 h 3 N －420－E ［長方形］ ［4．43］×　0．64 18 直立 平坦 SIl ，SK 84－→本跡→SK8 9

86 L 5 C 5 N －680－E 楕円形 0 ．65　×　0．50 24 外傾 皿状 土墳墓

87 L 5 a 5 N …560－W ［楕円形］ ［0 ．90］×［0．80］ 7 緩斜 皿状 土師質土器，古銭 土壌墓，SI14→本跡

88 L 5 C 6 N －520－W ［楕円形］ ［1．03］×［0．86］ 15

可

外傾 皿状
土師配 器　 ！

！

人骨片 欄　 i

i

土墳墓

89 K 5 h 3 N －45㌧ E ［長方形］ ［1．60］×　0．62
直可

」

外可

平坦 SI l，SK 85－ヰ本跡→SK 93

90 L 5 a 3 N 一㌢㌧E ［楕円形］ ［1．10］×［0 ．70］ 皿1状 土墳墓，SI2 1 ・SK 9 →本跡

91 L 5 d 6 N －22 0－W 楕円形 0．34　×　0 ．25 平坦

－338－



土坑

番号
長軸方向 平面形

規 模 （m ） 恒

巨 mj 壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 ・重複関係
長径×短径

92 L 5 d 6 N －500－E 楕円形 0．71 ×　0．51 61 外傾 平坦 人為 －

93 K 5 i3 N －420－E ［長方形］ ［2．20］×　0．60 64 直立 平坦 － … SIl ，SK 89→本跡→SK 62

94 K 5 j3 旛∴好 一E」 ［楕円形］ 鉦 10］×［0．70〕 … － 平坦 － 人骨片 ・菌 土墳墓，SI21→本跡

95 L 5 b 6 N －410－W 不整円形 0．90　×　0．85 40 外傾 皿状 … 土師質土器，古銭 土壌墓，SI13・SK 82・SD 4尋本跡→SK 21・26・58

97 K 6 C 2 N －31。－E 不整円形 3．36　×　0．90 15 外傾 jm 状 自然 － 本跡→SD 2

98 L 6 f 5 N －5が∴W 不整楕円形 0．38　×　0．35 14 緩斜 皿状 不明 －

99 L 6 f 4 N －310－W 隅丸長方形 0．44　×　0．34 2 2 外傾 皿状 不明 －

寸いり E ll c 8 N －200－E 楕円形 0．86　×　0．73 川 外傾 平坦 不明 … SI80→本跡

10 1 E llc 8 N －680－E 円形 0げ91 ×　0．81 10 横斜 平坦 不明 … SI80－ヰ本跡

102 D l lb 3 N －320－E 長方形 2．54　×［0．68］ 17 緩斜 平坦 不明 －

103 E ll b 9 N －72㌧ E 方形 2．05　× 1．棚 †り 外傾 平坦 自然 …

用4 E ll d 6 N l ぱ㌧W 楕円形 1．19　× 1．14 33 横斜 皿状 自然 －

105 E ll c 6 N －90 0 円形 1．16　× 1．05 25 緩斜 平坦 自然 …

摘6 E ll d 6 N l が㌧E 「 尉 漕 2800　×　0。92 15 外傾 平坦 不明 －

10γ D ll j 6 N l P 楕円形 1．20　x l誹4 25 外傾 皿状 自然 …

108 B llg 6 N イぷ㌧E 円形 1．26　×［1．20］ 20 緩斜 平坦 自然 古銭 土墳墓

110 B lO i O N …350－E 楕円形 2．80　× 1．01 2 5 外傾 平坦 自然 －

1日 B lO iO N －23㌦W 円形 1．28　× 1．20 69 外傾 平坦 自然 －

112 C ll i6 N …84㌦ E ［円形］ 0．79　×［0 ．70］ 21 緩斜 凹凸 不明 … SD ユ3新旧不明

113 C 9 e 9 N －30㌦ E 長方形 3．47　×　0．65 26 緩斜 平坦 自然 …

114 C 9 f 9 N －26 0－E 長方形 1．50　×　0．94 24 緩斜 平坦 自然 －

115 D lO jO N づば㌧W 隅丸方形 L 20　× 1．16 6 緩斜 平坦 不明 －

‖涌 E ll d 4 N 4 ぜ㌧W 不整楕円形 飢牒6　〉く　0∴循 ！＝ 緩斜 平坦 不明 …

117 E ll e 4 N …10－E 不整楕円形 1．11 × 1．00 14 緩斜 平坦 自然 －

119 D lO i 4 N 」y 楕円形 1．09　×　0．83 22 緩斜 皿状 自然 …

121 E lO b 9 N …520－W 楕円形 0．66　〉く　0．46 14 緩斜 皿状 不明 土師署㌫　須恵器 SI86→本跡

ユ22 E l的 0 N －45㌦W 方形 0．56　×　0 ．56 20 緩斜 皿状 自然 土師器 SI86→本跡

125 E ll b 4 N －180－E 円形 0．85　×　0 ．78 22 外傾 平坦 不明 須恵器

SK 182－中本跡

126 E ll c 3 Ⅳ－90 0 円形 L 17　× 1．11 19 緩斜 平坦 不明

人可

不明 i

自然 ！

不明 i

人為

不明

土師器

127 D ll j2 N －55 0－W 楕円形 1．84　× 1．65 24 外傾 ．平坦 土師器

128 ！

129 i

13 0 i

E ll e l ！

E lO f 8 ！

E lO e 7 i

N や 可

N －224

N …530－E i

長方形 i

楕円可

楕円形 i

1・00 × 0・8日

1660 × 1・1日

1・08 × 0・91 i

可

23 ！

中

緩斜

緩斜

穣斜

平可

平可

平坦

！

！

13ユ E lO c 7 N l が㌧W 不整円形 1．00　×　0．93 5 0 緩斜 皿状 柱穴カ

132 E lO d 7 N l ぜ㌧W 不整楕円形 1．83　× 1．48 124 緩斜 平坦 本跡→SK 186

ユ34 E lO a O N －48㌧ E 楕円形 1．07　×　0．73 1 1 外傾 平坦 不明 － SK 185→本跡

135 E lO b O N 4 ぷ㌧W 楕円形 0．68　×　0 ．58 45 外傾 皿状 人為
i

i

i

l

陶器

！

土師器　　 ！

柱穴カ

136 D lO i6 N －43 0－E 隅丸長方形 2．15　×　0．72 31 外傾 平坦 人為 SK 18 7→本跡

本跡→SK 197

137 D lO j5 N －9 0－W 円形 1．14　× 1．10 15 外傾 平坦 人為

138 D lO i6 N －300－E 長楕円形 2．31 ×　0．89 9 外傾 平坦 不明

139 D lO i 7 N －50㌧W 円形 0．89　×　0．84 11 外傾 平坦 人為

140 E lO b 8 N －530…E 不整楕円形 1．94　× 1．46 40 緩斜 平坦 人為

141 D lO j 6 N …160－E 楕円形 1．01 ×　0．89 8 緩斜 平坦 不明 SI89 ・SK 196→本跡

142 D lO j6 N －470－E ［隅丸長方形］ （1．49）× 1．21 11 外傾 平川 人為 SK 154→本跡

143 E lO a 5 N －38㌧ E 長楕円形 2．36　×　0 ．91 28 外傾 平坦 人為 本跡→SK 162

144 E lO a 6 N －55㌦W 隅丸長方形 2．55　× 1．43 33 外傾 平坦 人為 須恵器 SI21→本跡→SK3 6
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土坑

番号
長軸方向 平面形

規 模 （m ラ 深 さ

（cmラ
壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 0重複関係

長径×短径

146 D lO j 3 N －45㌧ E 楕円形 2諸1 × 1．56 5 外傾 平坦 不明 － 土壌墓，SIはい 2士→本跡→SK 12

147 E lO a 2 N －42㌦ E 楕円形 2．75　× 1．50 1日 外傾 平坦 不明 土師器 SI2 1→本跡

148 E ll b 5 N －41e－E 不定形 1．50　×　0．65 15 外傾 平坦 自然 －

150 E 10 d 6 N －400－E 長方形 1．89　× 1．63 40 緩斜 人為 土師器，石器 SD 2 →本跡

151 E ll b l N －84 0－W 楕円形 1．85　× 1．33 77 緩斜 平坦 自然 － SIlO→本跡→SK4 9Å ・49 B

152 D ll jl N －510－W 長方形 0．82　×　0．69 35 外傾 平坦 自然 － SIlO→本跡

154 D 10 j6 N －84 0－W 円形 1．14　× 1．08 24 外傾 平坦 自然 － 本跡→SK 142

156 E lO c 3 N －350－W 楕円形 1．05　×　0．83 1．8 緩斜 平坦 不明 … 柱穴 カ

157 E lO e l N －900 円形 1．44　× 1．32 25 外傾 平坦 人為 … SI88→本跡

15 8 E lO c 5 N －26㌦W 円形 0．62　×　0．56 70 外傾 jm 状 人為 － 柱穴 カ

159 E lO b 5 N …58㌧W 円形 0．67　×　0．55 6 9 外傾 皿状 人為 － 柱穴カ

160 E lO e 3 N －0 0 円形 0．88　×　0．88 15 績斜 平坦 人為 土師器 SD 3 →本跡

161 E lO d 4 N l で㌧W 長楕円形 1．21 ×　0．54 36 外傾 平坦 人為 －

ユ62 D lO j 5 N …700－E 円形 1．02　×［1．00］ 11 外傾 平坦 不明 土師器 SK 143→本跡

163 E lO b 4 N …0 0 円形 0．90　×　0 ．90 19 外傾 人為 …

164 E lO b 4 N 4 ぱ 一W 円形 0．96　×　0 ．91 21 外傾 平坦 人為 柱穴カ

165 E lO a 5 N －0 0 円形 0．96　×　0．90 14 外傾 平坦 人為 …

166 E lO h l N －2 0－W 楕円形 1．20　× 1．04 31 緩斜 平ま昼 人為 －

167 E lO c 2 N l ぱ㌧W 隅丸長方形 ［2．53］× 1．20 18 媛斜 平坦 人為 土師器，瓦質土器 SD 33→本跡

168 E lO b 3 N －410－E 長方形 2．03　×　0．99 28 緩斜 平坦 自然 － 本跡→SD 33

169 E 10 b 3 N 一鮮㌧E 楕円形 L 21 ×［1．09］ 17 緩斜 平坦 人為 － SD3 3→本跡

ユ71 E lO a 4 N －300－E 円形 1．O　×　0 ．92 24 外傾 皿状 人為 －

172 E lO a 4 N －250－E 円形 壬．08　× 1．02 20 外傾 血状 自然 － 柱穴 カ

173 E lO a 4 N －400－W 円形 0．98　×　0．90 18 外傾 皿状 人為 － SK 174→本跡

174 E lO a 5 N －460…E 楕円形 ［ユ．38］×　0．90 8 緩斜 皿状 不明 －

175 E lO a 4 N －280－E 不定形 L 92　× 1．30 5 6 緩斜 J射犬 人為 －

176 E 10 g 3 N －740－E 楕円形 2．28　× 1．80 20 緩斜 皿状 人為 －

177 E lO g 4 N －740－W 楕円形 1．80　× 1．60 20 緩斜 皿状 人為

土師器 SK 179→本跡178 E 9 h 9 N ～500－W 円形 1．05　× 1．00 30 媛斜 皿状 自然

179 E 9 h 9 N …490－E 長方形 2．16　× 1．14 20 緩斜 皿状 不明 本跡→SK 178

本跡→SK 183

180 E 9 h 9 N －110－W 楕円形 1．23　× 1．08 21 緩斜 平坦 人為

181 、E 9 i9 N －40 0－E 楕円形 1．20　× 1．06 25 緩斜 平坦 人為

182 D lO j5 N l 汀㌧E 円形 1．24　× 1．10 24 外傾 平坦 人為 須恵器

183 D lO j5 N l 好㌧E 隅丸長方形 1．78　× 1．00 27 緩斜 平坦 人為 土師質土器 SK 182→本跡

本跡→SK 186

ユ84 E 9 g O
N －500－E i

円形 1．00　×　0．90 24 緩斜 平坦 人為 磁器

土師質土器

不明鉄製品

185 E 9 g O N －480－W 楕円形 1．42　× 1．10 23 緩斜 ・皿状 人為

186 E 9 g O N －50㌧ E 楕円形 1．35　×　0．95 12 緩斜 平坦 不明 SK 185→本跡

18 7 E lO g l N －18㌦W 楕円形 1．03　×　0．93 15 緩斜 平坦 不明 本跡→SK 188

188 E lO g l N －120－E 楕円形 0．90　×　0．74 7 横斜 平坦 不明 SK 187→本跡

本跡→SK 197

18 9 E 9 摘 N －42㌧ E 楕円形 1．53　×　0．91 27 外傾 平坦 人為

190 E 9 j 5 N －0 0 円形 L O 3　×　0．95 24 外傾 平坦 自然

191 E 9 f 9 N －200－E 隅丸長方形 2．00　× 1．15 24． 緩斜 平坦 自然

196 E ll e 2 N l y 楕円形 1．85　×［0．98］ 26 緩斜 平坦 人為 須恵器

197 E ll e 3 N －580－E 楕円形 2．29　×　0 ．94 25 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器 SI89 ・SK 196→本跡

198 E ll e 3 不明 不明 （0．85）×（0 ．61ラ 47 外傾 平坦 自然 … SI89→本跡

200 L 6 h 2 N －620－E 長方形 1．64　×　0 ．80 26 外傾 凹凸 人為 土師質土器

一一一340－－－



土坑
〃上一嬰 J　＿＿ 　ヽ′

i 規 模 （m ）

底面 覆土 主な出」二遺物 備考 ・重複関係
番号 位県 てF　J同 平面形 長径 ×短径

203 K 5 j 3 N ～42 0－E ［楕円形］ ［L 40］×　0．97 2 5 緩斜 皿状 人為 － SI21→本跡→SK 36

20 4 L 5 a 4 N 4 ダ ーE 楕円形 1．25　×　0．80 33 緩斜 皿状 人為 人骨片 ・菌 土墳墓，SIlO ・21→本跡→SK 12

20 5 K 5 j 3 N …17㌦ E 不整円形 0．41＿　×　0．3∠婁 25 外傾 平坦 自然 SI21→本跡

206 L 6 e 6 N …0 0 円形 0．37　×　0．35 12 緩斜 皿状 不明 土師質土器，磁器

208 L 5 h 8 N －770－E 不定形 2．18　× 1．90 42 緩斜 平坦 自然 土師器，鉄洋 SD 2→本跡 、

211 L 5 b 3 LN －25㌦勘＝　 不定形 0．76　×［0．45］ 20 緩斜 血状 人為 … SIlO→本跡→SK 49 A ・49 B

212 L 5 a 4 N …670－E 楕円形 0．90　×　0．70 28 外傾 平坦 人為 － SIlO→本跡

213 L 6 g l N‾…53 0－W 楕円形 0．53　×　0．45 27 緩斜 凹凸 不明 －

214 L 6 g l N －550－E 楕円形 0．81 ×　0．64 4 8 直立 平坦 不明 炭化材 柱穴カ

215 K 5 b 9 N ・・・・H・300－W 楕円形 1．08　×　0．96 2 0 外傾 平坦 人為 …

216 L 5 d O N …330－W 長楕円形 1．36　×　0．75 57 外傾 平坦 人為 …

220 J 4 f8 N －270－W 楕円形 0．58　×　0．46 28 外傾 平坦 自然 …

221 J 4 g 9 N …0 0 円形 0．34　×　0 ．33 34 外傾 平坦 人為 － SD 3→本跡

223 K 6 d l N －62㌦W 楕円形 1．40　× 1．29 25 緩斜 皿状 自然 －

224 I l h O N ∵P ∵W 長楕円形 3．04　×　2．08 15 緩斜 平坦 自然 －

226 ‡3 f 3 N －220－W 楕円形 0．82　×　0．72 28 緩斜 皿状 人為 －

227 I 3 g 3 N －41㌦W 円形 1．06　×　0．95 4 0 準斜 凹凸 人為 土師器，須恵器 柱穴カ

228 I 3 e 4 N lぱ㌧E 不整楕円形 0．85　×　0．81 3 3 緩斜 凹凸 人為 土師器，須恵器

229 I 3 f 4 N …0 0 円形 1．10　× 1．05 46 直立 平坦 人為 土師器，須恵器

231 I 3 g l N －320－E 楕円形 0．68　×　0 ．58 45 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器

232 I 3 e 6 N －520－W 楕円形 0．54　×　0 ．47 20 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器，陶器

233 I 3 e 6 N 一昔㌦W 楕円形 0．88　×　0．75 33 緩斜 jm 状 人為 土師器，須恵器

234 I 3 e 7 N …0 0 円形 1．05　× 1．05 26 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器

235 I 3 f 3 N …82㌦ E 不整楕円形 1．07　×　0．84 60 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器 柱穴カ

236 I 3 f 9 N lぱ㌧E 楕円形 0．90　×　0．77 27～50 外傾 凹凸 自然 －

238 I 3 g 8 N －4㌢∴W 楕円形 0 ．64　×　0．58 3 1 外傾 皿状 人為 － 柱穴カ

239 I 3 f8 N －450－W 楕円形 2．03　× 1．05 20 外傾 平坦 不明 －

240 I 3 g 7 N －49㌧W 円形 0．76　×　0．71 24 外傾 平坦
人可

人可

人為 ！

人可

人可

人可

人可

人為 i

人為

人為

人為

人為

人可

土師器，須恵器

SK2 50→本跡

24 1 I 3 g 7 N －220－E 楕円形 0．80　×　0．68 8 緩斜 平坦 －

242 I 3 g 7 N －250－W 楕円形 0．81 ×　0．64 43 外傾 凹凸 －

243 I 3 g O N 一一57 0－W 円形 0．56　×　0．56 20 緩斜 皿状 土師器，須恵器

244 I 3 d 2 N －860－W 楕円形 2．70　× 1．40 88 外傾 皿状 －

245 I 3 h 9 N －580－W 長方形 L 53　×　0．80 18 緩斜 平坦 土師器，須恵器

246 I 3 h 8 N －20㌧ E 円形 1．06　× 1．02 10 緩斜 平坦 土師器，須恵器

248 I 3 e 2 N …490－W 不整楕円形 1．50　×　0．95 2 5 緩斜 平坦 土師器，須恵器

249 I 3 e 3 N －390－E 楕円形 0．82　×　0．65 30 緩斜 皿状 －

250 I 3 e 3 N －530－E 長方形 （1．50）× 1．00 15 緩斜 皿状 － 本跡→SK24 9 ・25 2，SK 251新旧不明

251 I 3 e 3 N －56㌧ E 楕円形 2．20　× 1．56 27 緩斜 平坦
i

i

i

土師器，須恵器 i

本跡→SK 25 2，SK 250新旧不明

252 ！

2可

I 3 e 3 i

I 3 h 9 i

N －660－可

N …48。－W i

楕円形 i

楕円形 i

0・90 × 0可

1・50 × 0可

56 i

可

外傾

緩可

皿状

平可

SK 250 ・251→本跡

SB ll→本跡

SI30 ・SK 285→本跡→SK 261 ・S E 14

2 54 I 4 f O N －0 0 円形 1．23　× 1．21 30 緩斜 平坦 人為

255 I 3 g 3 N －67㌧ E 楕円形 1．70　×　0．98 3 5 緩斜 凹凸 人為 土師器，須恵器

256 I 3 fO N －530－E 円形 0．70　×　0．64 50 外傾 皿状 人為 土師器

257 I 3 e 9 N －360－E 楕円形 0．85　×　0．70 45 外傾 皿状 人為 土師器　　 i

i

土師器，須恵器 l

258 I 3 e 2 N －55㌦ E 円形 0．90　×　0 ．87 58 外傾 迅1状 人為

260 I 3 f O N －37 0－E 楕円形 2．66　×　2．57 17 外傾 平坦 自然

－341－



土坑

番号
位置 長軸方向 平面形

規 模 （m ラ 深 さ

（cm）
壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 ・重極関係

長径 ×短径

261 I 3 f O
恒 1。－W 不定形 ［1，22］×　0．84 18 緩斜 平坦 人為 土師器，須恵器 SK 2 60→本跡

262 I 3 e 4 N l ぷ －E 不整円形 L 40　〉く1∴待 20 緩斜 平ま昼 人為 － SI26→本跡

263 I 4 i l N ペぽ㌧E 澗丸長方形］ ［0．82］×［0．44］ 20 緩斜 皿状 不明 須恵器 SI29→本跡

266 I 3 g O N …900 不整楕円形 0．83　×　0．59 3 7 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器 SD 2 －→本跡

269 I 4 b 6 N …340－E 円形 1．06　×　0．98 10 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器 SI32－ヰ本跡

270 I 4 e 7 N －170－W 楕円形 0．82　×　0．72 26 緩斜 平坦 自然 － SI3 7→本跡

271 I 2 h 5 N …13㌧ E 長楕円形 2．39　×　0．66 46 外傾 平坦 人為 － 本跡→SI22

272 I 4 h O N …720－W 楕円形 1．26　×　0 ．85 16 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器 SI4 6→本跡

273 I 5 g 6 N －370－W 楕円形 1．37　×　0 ．98 53 緩斜 皿状 人為 不明鉄製品

274 I 4 日 N …420…W 隅丸長方形 1．15　×　0．82 19 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

275 J 4 a l N …34㌧W 楕円形 1．20　× 1．15 15 外傾 平坦 自然 －

276 J 4 a 2 N づば㌧W 楕円形 1．17　× 1．41 24 緩斜 平坦 人為 －

277 I 5 g 5 N l 悪㌧E ［円形］ ［0．83］×［0．75］ 50 直立 平圭巨 自然 十帥器 SK 282－ヰ本跡

279 J 4 d 8 N ㌘鮮㌧W ［楕円形］ ［0．57］×　0．51 21 緩斜 平坦 自然 － SI52→本跡

280 ．首4 d 8 N →『 円形 0．26　×　0．26 ′ 25 外傾 皿状 人為 … SI52→本跡

28 1 J 4 d 8 N －25㌦ E 楕円形 0 ．29　×　0．24 25 外傾 皿状 人為 須恵器 SI52→本跡

28 2 I 5 g 5 N l げ －W 不整形 3 ．30　×　2．17 147 外傾 凹凸 自然 － 本跡→SK 277

283 J 4 a 2 N －鮮 円形 0．60　×　0．57 25 外傾 平坦 不明 －

284 I 4 j 2 N …130－E 円形 1諸6　× 1．53 5 7 外傾 平坦 人為 土師器

285 I 3 g O N …300－E 楕円形 1．40　× 1．35 30 外傾 皿状 自然 － 本跡…ヰSK26 0

286 J 4 a 2 N －0 0 円形 0．56　×　0．56 38 外傾 皿状 人為

287 J 4 a 3 N →y 円形 0．66　×　CH 狙 34 外傾 皿状 人為 －

288 ‡5 j 5 N J y 円形 0．69　×　0．64 15 緩斜 平坦 人為′ －

289 J 5 a 5 N 一購㌦W 楕円形 0．49　×　0．41 52 外傾 平坦 人為 －

290 I 4 g 4 N －40㌧W 楕円形 1．18　×　0．95 28 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器

291 J 4 a 3 N －47㌦ E 円形 0．61 ×　0 ．58 30 外傾 平坦 人為 － 柱穴カ

292 J 4 a 4 N －鮮㌧W 円形 0．76　×　0 ．71 32 外傾 平坦 人為 － 柱穴カ

296 I 4 g 3 N －55㌧ E 不整長方形 2．49　× 1．20 12 横斜 平坦 不明 土師器，須恵器

土師器

SK 51 1→本跡

SD 2 →本跡

297 I 5 j4 N －0 0 楕円形 0．82　×　0．75 51 外傾 平坦 人為

300 L 6 b 5 N ！P －W 楕円形 2．36　× 1．72 24 緩斜 皿状 不明

301 K 6 f 3 N 一一一0 0 円形 0．78　×　0．78 38 直立 皿状 人為 土師器 柱穴カ，SD 2 →本跡

302 J 5 jO N －90 0 円形 0．71 ×　0．67 26 外傾 平坦 人為 士師器，煩恵器 柱穴カタ　SI〕2→本跡

303 K 4 g 9 N －57㌦ E 不整楕円形 L 24　×　0．87 49 外傾 平坦 人為 土師器 SD 2 →本跡

305 K 4 h 8 N －66㌦E 楕円形 2。5l X 1．50 48 外傾 平川 人為 土師器

土師器　　 i

SD 2 →本跡

30 6 K 4 津 N －610…W 円形 0．70 ＼　 ．樟 15 外傾 平坦 自然 SD 2 →本跡

307 K 4 i 7 N －鮮㌧W 楕円形 l．11 ×　0．92 37 外傾 平坦 人為 SD 2 →本跡

308 K 4 j O N 榔370－W 楕円形 0．98　×　0．81 45 外傾 皿状 自然 土師器 SD 2 －ヰ本跡

309 L 4 b 9 N －450－E 楕円形 1ダ40　× 1．14 22 緩斜 皿状 人為 土師器 SD 2 －ヰ本跡

310 L 4 a O N …500－E 不定形 1．60　× 1．04 38 緩斜 皿状 人為
土師器　　 i

i

S D 2 →本跡

31 1 L 4 a O N づぽ㌧W 不整形 （5．50）×（2．50） 22 緩斜 平坦 人為 本跡→SK 312 ・SD 2　0S X 8

312 L 5 b l N －53㌦ E 隅丸長方形 1．40　× 1．03 2 9 緩斜 平坦 人為 SK 3 1い SI）2 →本跡

313 L 5 C 2 N －54G－E 不整形 2．20　× 1．43 34 緩斜 平坦 人為

縄文土器　 i

l

SD 2 →本跡

314 L 5 h 7 N …300－E 楕円形 1．19　×　0．99 5 5 外傾 平坦 自然 SI〕2 →本跡

315 L 5 g 7 N －720－E 不整形 2．50　× 1．42 50 緩斜 凹凸 不明 SI）2 →本跡

316 L 5 g 9 N －420－E 楕円形 2．03　× 1．61＿ 36 緩斜 皿状 自然 SD 2 →本跡

317 I 2 i2 N －550－W 楕円形 1．40　× 1．00 18 外傾 平坦 自然
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土坑

番号
長軸方向 平面形

規 模 （m ラ
恒

巨 m） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 ・重極関係
長径 ×短径

318 I 2 i3 N 4 ぱ －E 楕円形 山頂）＼　LL ＝ 26 外傾 皿状 人為 土師器

319 l l tO N ㌘宥㌧W 楕円形 2．48　× 1．72 5 7 外傾 平坦 自然 …

322 I 2 j 3 N …250－W 円形 0．86　×　0．80 2 6 外傾 皿状 自然 土師器

323 I 2 再 N －39㌧ E 不定形 （1．36）× 1．16 52 緩斜 凹凸 自然 － 本跡→SK3 25

324 I 2 i4 N …630－E 長楕円形 1．42　×　0．82 17 緩斜 平坦 自然 － 本跡→SK 3 25

325 I 2 j5 N づぼ 一W 楕円形 1．68　× 1．33 72 外傾 皿状 人為 土師器，須恵器 SK 323 ・324→本跡

326 J 2 b 6 N －38 0－W 隅丸長方形 1．92　× 1．52 12 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

327 J 2 a O N 輔で －E 楕円形 L 12　×　0．97 21 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器

328 J 2 C 6 N －42。－W 楕円形 1．49　× 1．36 15 緩斜 平坦 自然 －

329 J 3 a 3 N －55㌧W 不定形 0．85　×　0．77 14 外傾 凹凸 自然 土師器，須恵器 SI69－や本跡

331 J 3 i O N －280－E 楕円形 2．54　×　2．15 16 緩斜 平坦 自然 土師器，須恵器

332 J 4 h 5 N －0 0 円形 1．00　× 1．00 4 0 緩斜 皿状 自然 － SK 333新旧不明

333 J 4 h 5 N －460－E 楕円形 ［1．94］×［1．10］ 44 緩斜 平川 自然 － SK3 32新旧不明

334 J 4 h 5 N ∴P －W 楕円形 0．72　×　0．64 35 外傾 皿状 自然 － SI76→本跡

337 J 4 f l N －580－W ［長方形］ （1．55）× 1．05 15 緩斜 平坦 不明 －

338 J 4 g ユ．N 4 グ ーW 不整楕円形 1．36　× 1．19 47 緩斜 平川 自然 －

339 J 4 g l N －50 0－W 楕円形 1．35　× 1．00 45 緩斜 皿状 自然 －

340 J 2 a O N や鮮∴W 円形 0．65　×　0．62 15 緩斜 皿状 自然 － SI67→本跡

341 J 2 a O N …210－E 楕円形 0．70　×　0．60 18 外傾 平坦 自然 土師器 SI6 7→本跡

343 J 4 f 6 N －460－W 楕円形 0 ．73　〉く　0．62 32 外傾 皿状 人為 －

344 J 4 i 2 N …37㌧ E 不整楕円形 3．65　× 1．68 91 外傾 皿状 自然 土師器

345 J 2 a 6 N …340－E 楕円形 0．73　×　0．49 20 緩斜 皿状 自然 －

346 J 2 a 6 N 4 ぷ㌧W 楕円形 0。55　×　0．46 3 0 外傾 皿状 人為

347 I 2 j 5 N －72㌦ E 楕円形 0．47　×　0．39 19 媛斜 皿状 不明 土師器

351 J 4・h 9 N …600－E 楕円形 1．09　×　0 ．91 10．4 外傾 平坦 不明 士帥器 SD 3 －ヰ本跡

400 E 9 h O N …33㌧ E 円形 1．11 × 1．01 22 緩斜 平坦 人為 …

401 D lO f 9 N …40 0－W 隅丸長方形 1．77　× 1．24 8 緩斜 平坦 不明 －

402 A D lO f 8 N －31㌦W 不整長方形 2．18　× 1，22 9 緩斜 平ま昼 不明 土師器 SK 402 B 新旧不明

402可

4可

40 4 ！

4可

D lO f 8 1

D lOg 7 i

D lOg 7 i

D lO g 7

N －49㌧ E

N －36斗

N ｝370－可

N －590－可

隅丸長方可

楕円形 ！

長方可

2．36　× 1．15

0 862 × 0・56 ！

l・13 × 0・88 ！

1・30 × 0可

10

28

39 ！

26 ！

緩斜

外傾

外俺

様斜

平坦

皿状

平坦

皿可

不可

自然 ！

自然 i

自然 i

不明

SK 402Å新旧不明

SD 33新旧不明410 D lO h 6 N l ぷ㌧E 不定形 3．08　×［0．97］ 14 外傾 平坦 －

412 0 10 i 6 N 4 ダ ーW 不定形 ［2．05］×　0．83 19 嬢斜 凹凸 －
i

i

i

i

！

i

i

i

i

i

！

土師器　　 i

i

413 E ll b 6 N －250－W 楕円形 0．7日　×　0 ．（い 36 横斜 平坦 人為

414 E lO c 5 N 剛170－E 楕円形 1．18　×　0 ．86 16 媛斜 平坦 不明

416 E lO b 2 N －44㌧ E 楕円形 0．87　×　0．78 32 緩斜 平坦 自然

4．17 E lO b 2 N －33㌧E 楕円形 1．05　×　0．84 25 緩斜 平坦 自然

418 ！

419 i

420 ！

B lO f 5 i

B lO f 6 i

B lOg 6 i

N －80－可

N －7。－可

N …170－可

不整円形 l

円形 i

1・36 × 1可

2・17 × 2・08 i

0・80 × 0可

24

67

可

緩斜

緩斜

緩可

乎可

平可

平可

自然

不明 ！

421 B lO h 9 N －650－E 楕円形 0．87　×　0．79 ユ0 外傾 平坦 不明

422 B 10 j8 N －鋪㌧W 不整楕円形 1．33　×　0．66 34 外傾 平坦 不明

423 D 8 b l N ～17㌦ E 楕円形 0．69　×　0．56 16 緩斜 平坦 不明

42／皇 D 7 c O N …5 ㌧W 楕円形 0．95　×　0．78 20 緩斜 平坦 自然

427 E 8 h l N －210－W 不整楕円形 1．24　×　0．92 16 緩斜 皿状 人為
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土坑

番号
位置 長軸方向 、「面け三

規 模 （m ） i深 さ

巨 m） 壁面 底面 覆土 主な出土遺物 備考 ・重複関係
長径×短径

428 E lO d ユ＿N －480－W 円形 0．96　×　0 ．93 14 外傾 平坦 人為 －

429 D 8 e l N －440－W 楕円形 2．61 × 1．60 9 緩斜 平坦 不明 土師器

430 D 8 jO N －540－W 方形 13．4　× 13 ．0 27 緩斜 平坦 人為 － 本跡→SK 433

4 32 E 8 C 2 N －2 ㌦ E 楕円形 0．78　×　0．61 18 緩斜 皿状 自然 －

433 D 9 j l N －49 0－W 長方形 13．8　× 1．01 28 緩斜 平坦 人為 － SK 430→本跡

434 A E 8 e O N －410－E 楕円形 1．35　×　0．71 13 緩斜 平坦 人為 土師器，瓦質土器 SK 434 B →本跡

434 B E 8 e O N －360－E 楕円形 1．24　× 1．01 32 緩斜 平坦 人為 － 本跡→SK 434 A

435 F 8 b 5 N －79㌧ E 不整楕円形 2．21 × 1．52 10 1 外傾 平坦 人為 －

436 D 8 f l N －520－E 不定形 （1．02）×　0．74 5 7 外傾 平坦 人為 土師器 SI92→本跡

437 E 8 f l N －320 1W 艮楕円形 1．02　×　0．50 50 外傾 皿状 自然 － 第 1 号方形竪穴→本跡

438 E 8 f l N －680－W 不整楕円形 0．39　×　0 ．27 43 外傾 平坦 … … 第 1 号方形竪穴→本跡

440 F 9 a 4 N －690－E ［楕円形］ ［1．24〕×（0．67） 14 外傾 平坦 自然 … 本跡→SD 20

4 41 E 8 d 9 N －500－E 楕円形 0．45　×　0．40 5 緩斜 皿状 不明 土師器

442 D 8 f 9 N －430－W 円形 0．80　×　0．74 1．0 緩斜 皿状 自然 －

443 F 8 C 5 N －90 0 楕円形 2．00　×　＿1．58 45 緩斜 平坦 自然 －

444 F 8 C 2 N －50 0－W 円形 0．90　×　0．85 29 緩斜 平坦 自然 －

445 B 9 i7 N －40 0－W 円形 1，15　× 1．07 35 纏斜 平坦 自然 －

446 E 9 C 5 N －410－E 円形 0．92　×　0．86 16 緩斜 平坦 自然 土師器

44－7 D 9 i 4 N －580－W 長方形 （4．75）×　0．64 65 直立 平坦 自然 …

448 D 9 h 5 N －540－W 長方形 5．25　×　0．76 26 直立 平坦 自然 …

449 D 9 f4 N －450－E 長方形 7．27　×　0．76 3 0 直立 平坦 自然 土師器

450 D 9 g 8 N －440－E 長方形 l．93　×　0 ．65 15 緩斜 平坦 不明 土師器

451 D 9 i7 N －420－E 長方形 6．55　×　0 ．74 3 2 直立 平坦 自然 土師器

452 D 9 f8 N －42㌦ E 不整円形 1．00　×　0 ．98 17 緩斜 平坦 自然 土師器

453 D 9 f 6 N －41㌧ E 長方彬 2．39　×　0．61 13 直立 平坦 不明 土師器

454 D 9 e 4 N …68㌧W 楕円形 1．33　×　0．72 27 直立 平坦 人為 －

455 D 9 h 9 N －43 0－E 長方形 1．57　×　0．72 14 直立 平坦 不明 …

456 D 9 a 9 N －38 0－E 長方形 1．74　×　0．51 12 直立 平坦 自然 土師器

457 D lO c 4 N －550－W 長方形 1．93　×　0．69 30 外傾 平坦 人為

陶器，磁器

柱穴カ

458 D lO a l N －55㌧W 長方形 2．85　×　0．80 27 直立 平坦 自然

459 D lO b 5 N －0 0 楕円形 0．84　×　0．73 28 緩斜 皿状 自然

461 C lO j 4 N －26㌧ E 楕円形 0．80　×　0．57 20 緩斜 皿状 人為

462 C lO j4 N －280－E 円形 0．75　×　0．69 15 緩斜 皿状 自然

463 D lO b 4 N 一針㌧E 楕円形 0．95　×　0．50 38 外傾 皿状 人為

464 D lO b 3 N －6 0－W 楕円形 1．05　×　0 ．64 24 緩斜 皿状 人為

465 C lO j2 N －240－E 楕円形 0．96　×　0．64 22 緩斜 皿状 自然

466 D lO a l N －690－E 楕円形 0．87　×　0．71 18 緩斜 皿状 人為

467 C lO jl N －390－E 楕円形 0．41 ×　0．35 15 緩斜 皿状 自然 －

470 D 9 e 3 N …0 0 円形 0．70　×　0．70 31 緩斜 皿状 人為

土師器

！

500 J 5 a 4 N －23。－W 円形 1．24　× 1．18 17 緩斜 平坦 自然

501 J 4 b 4 N －38 0－W 円形 0．54　×　0．50 39 外傾 平坦 人為

503 J 4 b 3 N －0 0 円形 0 ．70　×　0．70 26 緩斜 皿状 人為

504 J 4 b 2 N －480－E 楕円形 0．64　×　0．54 50 外傾 平坦 人為

508 J 4 b 3 N －450－W 楕円形 1．03　×　0．87 27 外傾 平坦 自然

509 J 4 b 3 N …620－E 楕円形 0．85　×　0．65 2 3 緩斜 皿状 自然

510 J 4 C 2 N －20㌧ E 楕円形 1．01 ×　0．88 18 緩斜 平坦 自然
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土坑
長軸方向 平面形

規 模 （m ） 深さ

（cm ）
壁面 底面 主な出土遺物 備考 ・重複関係

長径 ×短径

511 I 4 h 3 N －300－E 不整円形 1．01 ×　0．87 93 直立 平坦 自然 土師器 本跡→SK 296

512 I 4 h 9 N 豆が －E 長楕円形 3．19　× 1．43 58 緩斜 皿状 自然 土師器 本跡→SI4 8 ・49，SB 8

513 I 4 d l N …380－E 長楕円形 0．69　×　0．42 43 外傾 平坦 人為 － 柱穴カ

515 I 4 d l N －110－E ［楕円形］ ［0．40］×　0．36 31 媛斜 皿状 不明 － 本跡→SB ll

5 17 I 4 d 2 N －420－E 円形 0．46　×　0．44 23 外傾 皿状 人為 － SK 518→本跡

518 I 4 d 2 N －160－W 円形 ［0．43］×　0．39 34 外傾 皿状 人為 土師器 本跡→SK 517

5 19 I 4 d O N づぽ㌧E 円形 0．80　×　0．72 30 緩斜 皿状 自然 土師器 SI58→本跡

524 ‡4 c l N ∵好㌧E 楕円形 3．12　×　2．67 17 1 緩斜・
直立 平坦 自然 石製模造品，鉄器 本跡→SB 5

52 5 I 4 h 6 N －32㌦ E 楕円形 1．04　×　0．93 74 外傾 平坦 人為 土師器，陶器

526 I 4 C 3 N 4 グ ーE 楕円形 0．48　×　0．35 15 緩斜 jm 状 不明 石 （載石） 柱穴カ，SI6 5→本跡，SB 7 新旧不明

527 I 3 i 3 N …58㌦W 楕円形 1．60　× 1．40 33 外傾 平坦 人為 … SI65→本跡

表6　梶内向山遺跡堀◎溝一覧表

番 号 位　 置 方　　 向 形　　 状

規　　　　　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物 時 代 ・時期 備　　　　 考

確認長（扉 上幅 （m ） 下幅（m ） 深 さ（cIの

1
M 5 a O　～

L 6 fT
N …520－E 直線状 40 7．00～ 7。40 6 ．40～6 ．80 40 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器 6 世紀後半

本跡→SX ll，SK l ・2 ・

3 ・8 1

2
K 4　～

L O
N 一朝㌧ W

ほぼ方形

状
248 7．00～ 7．40 6 ．40～6 ．80 50～ 100 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器 6 世紀後半

SK 311→本　 跡→SX 6～9，SK

208～305・307～ 310・312～317

3
K 4 a 3 ～

J 5 d 7
N －50㌦虻 直線状 （70） 8．60 ～9 ．6 7 ，60 ～ノ8 ．60 30～ 80 外傾 平坦 自然

土師器，須恵器，土

製品　 鉄淳
6 世紀後半 本跡→SK 211 ・351

4′
K 5 j2 ～

L 5 C 8
N …42㌦ W

クランク

状
51 0 ．30～2 ．00 0 ．10～ 0．80 27～ 50 皿状 自然

土師質土鼠　 陶鼠

石塔
16世紀後半

SI針 1針目・ユ3斗巨飢→本跡→

SK 9 ・18 ・20A ・22024～ 26・37A

B ・41・55・56 ・70・78e81・82・88

6
E 9 e 5 ～

E 9 a 8

N …370－E

N －800 －W

クランク

状
11 0 ．21～0 ．52 0．08～ 0．40 11 媛斜 皿状 不明 土 師質土諷　 陶器 中 ・近世

′71

E 9 e4 ～

E 9 a 9

N …400 －E

N －610 －W

クランク

状
16 0 ．40～0 ．54 0．12～ 0．43 18 緩斜 皿状 不明 土師質土器，陶器 中 ・近世 SI59 ・60→本跡

8
D 9 C 6 ～

C 9 j9
N …430 －E 直線状 7 0 ．15～0 ．26 0 ．04～ 0．15 7 ～ 10 薇斜 皿状 自然

－
近世以降か S D 23

10
C ll a6 ～

B llh 7
N l 好㌧ E 直線状 （12） 0 ．36 ～0 ．60 0 ．12～ノ0．4ユ 13 緩斜 平坦 自然

…
近世以降か

11
E llb 7 ～

E lld 7
N －2 1。－W 直線状 （5 ） 0．80～ 0 ．90 0 ．58～0 ．69 22 緩斜 平坦 自然

－
近世以降か

12 D ll f5 N －450…E 直線状 3 0．62～ 0．71 0 ．41～0 ，51 24 緩斜 平坦 自然
…

近世以降か

13
C ll i4 ～

C 11 i8
N －83㌧ E 直線状 （16） 0．49～ 0．80 0 ．30～0 ．52 21＿ 緩斜 平坦 自然

…
近世以降か SK l12

14
B 9 e 6 ～

C lOd 9
N …240－W 弓状 71 0 ．6～ 1．00 0．28～0 ．6 36～ 44 媛斜 皿状 自然 土師器，須恵器 近世以降か

15
B 9 f 5 ～

B 9 f 6
N －65G…W 直線状 5 0 ．44～ 0．52 0 ．22～0 ．3 28～ 36 外傾 皿状 自然

－
近世以降か

16
B 9 g 4 ～

B 9 f 3
N …540－W 直線状 5 0 ．49～ 0．58 0 ．25～0 ．32 11～ 17 媛斜 皿状 不明

－
近世以降か

17
E 9 i7 ・

E 9 h 7
N －30。一W 直線状 5．6 0 ．59～0 ．95 0．36～ 0．72 10 緩斜 皿状 不明 － 近世以降か SI）18

18
E 9 j8 ～

E 9 i7
N －440 －W 直線状 り．丁 0 ．49～0 ．74 0．3 1～ 0．49 20 績斜 皿状 自然

－
近世以降か SD l．7

19
E 9 j6 ～

E 9 i4
N －48。－W 直線状 8 0 ．58～ 1．04 0．40～ 0．92 7 緩斜 平坦 人為

－
近世以降か

20
E 9 a4 ～

E 9 h 3
N 十㌢ －W 直線状 rD 0 ．75～ 1．22 0 ．42～ 0．87 22～27 人為 近世以降か 本跡→SK 40
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番 号 位　 置 方　　 向 形　　 状
規　　　　　　　　　 模 唇

底面 覆土 主な川上遺物 時代・時期 備　　　　 考
確認長hの 上幅（m ） 下幅紬の 深さk扉

21
B lO i7 ～

B lO e 8
N l が一E 直線状 （6 ） 0．58～ノ1．00 0．89～0．43 11 緩斜 平坦 自然 … 博 世以降か

】

22
D lO d 6 ～

D lO a8
N －550－E 直線状 20 0．45～0．97 0．34～0．81 7 緩斜 平坦 人為 磁器

E

車・近世 SB 23

23
E 9 a9 ～ノ

D lOa 8

N やば㌧E

N －46㌧W

クランク

状
60 0．35～1．12 0．15～1．00 15 緩斜 皿状 自然 陶器 近世以降か SD 7　022

24
C 8 g 4 ～

C 8 j4
N 」は㌧E 直線状 （13） 0．56～1．02 0．33～ノ0．72 14 緩斜 平坦 自然 … 近世以降か

25
D 7 a O ～

E 9 g l
N …43㌧W

クランク

状
（87） 0．65～12．60 0．10～0．60 36～60 緩斜 平坦 自然 土師質土乳　 磁器 近世以降か SI92 890→本跡

26
D 8 f 4 ～

D 8 d 9

N －840－E

N －340－E
直線状 （23） 0，52～L 47 0．38で－1．26 13 緩斜 平坦 不明 … 近世以降か

27
D 8 b 4－～

C 8 h 7
N －400－E 直線状 22 0．45～2．46 0．30～1．86 10 緩斜 平坦 自然 土師質土器 近世以降か

28
D 8 j 7 ～

E 8 f6
N －570－W 直線状 （綿 0．80～1．30 0．48～0．66 22 緩斜 皿状 自然 土師器，古銭 近世以降か

29
I l h 9 ～ノ

I 2 f2
N 4 腐㌧E 直線状 （15） 0．37～0．72 0．13～0．36 34 緩斜

U 字

状
自然 － 中e近世

30
E 7 b 6 ～

E 7 b 7
N 4 ダ ーE 直線状 （6） 0．71～0．83 0．40～0．66 8 緩斜 皿状 自然 － 近世以降か

31
I 4 i5 ～

I 5 b 3

N －750－W

N 一雄㌧E
L 字状 （56） 1．10～2．04 0．40～0．80 80 緩斜 皿状 自然

土師質土器，陶乳

磁乳　 鉄浮
13～14世紀

SI53→本跡，SB13，SD 32新

1日不明

32
I 4 f 6 ～

I 4 i5
N 一路㌦E 直線状 12 0．24～0．56 0．10～0．30 20 緩斜 自然 土師質土器 13～14世紀 SD 31

33
E lO g2 ～

D lO h6

N →470－W

N －40。－E
L 字状 （49ラ 0．4　～ ．郁 0．24～1．58 20 緩斜 乎班 自然 土師質土器，陶器 16世紀

本跡→SK 167～169 8 410・

412
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第4節　ま　と　め

今回の調査によって，当遺跡は古墳時代中期終末段階から後期，奈良時代後半から平安時代後期，中世前期

の集落跡と，中世末期から近世前期の墓域であったことが明らかになった、、また，遣構外で後期旧石器時代や

縄文時代早期中葉から前肘吊り軋　縄文時代後期の遣物もJl十上している、、それらの遣物の大半は居館内から出上

しており，当該期の遺構が存在した可能性も考えられるが資　居館の構築に伴い破壊されたものと推定される。

ここでは，和時代の様相について概要を述べ．まとめとしたい、、、．

温　古墳時代

5世紀代から7世紀前後にかけての住居跡28軒と方形竪穴遺構2基．堀3条，不明遺構1基等が検出されて

おり㌦　その内　住居跡錮軒は二重の堀で区画された居館跡の内部から確認されている。ここでは，今回調査

された屠館内住居跡と外縁部の住居跡の変遷について記述するとともに9　居館の各施設や構造に検討を加えタ

当遺跡で確認された居館跡の特性と性格について考察する、、

輌　居館の名称と定義について

まず芦　本書で使用している「居館」はいわゆる「豪族居館」を指すものであるがタ　古墳時代の社会構造につ

いての認識の相違から「豪族」の解釈が分かれているために∴夫際の遺跡を「豪族居館」と呼称するのを避け

ることが多く，他に「首長居館」や「首長居宅」．白十長館」などが使用され，その使われ方には「豪族居館」

に対する捉え方や時代認識に微妙な相違を見ることができる㍉　しかし，「．居宅は防備性の特色より首長施設の

・般的成立に重点がおかれておi主　居館を中世の豪族の施設概念から延長させて，居住性と防備性を兼ね持っ

た施設として捉え，l阜釦時代の在地‾首長屑の施設というニュアンスに含めながら，居館の概念を広げて類例を

包括する考え方」つ二従い，本書では「居館」の名称を使用している。、

次に居館の定義であるが，囲周に方形あるいは長方形に濠あるいは堀が巡り，内側に柵，土塁が外郭施設と

して伴い言届出二は据立柱式の、仁地式建物あるいは大型の竪穴住居を中心とした建物配置がなきれているもの

が・般的に「豪族居館」といわれている「、、、、

これに対して郡山比冒志氏は，黒井峯遺跡の事例う、ヨなどから，古墳時代の住居や集落の設計原理は正方形プ

ランであり，一般民衆も方形の屋敷地を採用しており，方形プラン＝首長居館と決める根拠になりえずタ　それ

まで「豪族居館」とされてきた太薗タイプ鋸は有力農民など中間層の屋敷地，小深田遺跡タイプ）はW一般農民

の屋敷地としている。そして，首長居館を認定する基準として，方格プランや規模のみではなく，生計維持機

能以外の家政機構を支える特別な施設を付随させていたかをあげている㌦

しかしながら，古墳時代の段階で，豪族層II川即再（有力農民層）一　璃貨農民層といった階級的枠組みのl巨

で理解しようとすることには疑問視する考えもあl上　堰と水路を使った潅漑水田の形態から基本的な階級関係

は首長と農民であi主　農民層の階層分解はさほど進んでなく㌦　また，典型的な「豪族居館」として居館関連

の論文に頻出する三ツ寺I遺跡は「国」の士レベルのものであり，そのトには，少なくとも大共同体（クニ）

のオウ，小共同体首長，村落首長，といった3段階の首長層がさらに存在すると考えられタ　やはり「居館たる

最太の要素」は壕や塀e柵を巡らすという階級的な隔絶性と独立した防御性である10）とされている。

従って．当遺跡で確認された二重の堀で区画された諸施設は首長層が居住した「居館」であり，その相性と

性格について考察するなかで，対応する首長層についても検討する。
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（2）居館の立地と環境

居館は，つくば直小野III計から霞バ甫西岸に流れる小野用上流左岸の標高17、20111の洪積台地上にある、、この

台地はほぼ平坦であり，1～2mの比高をもって小野川流域の沖積地に臨んでいる。ボーリング調査lljによる

と，居館の北側を除く外縁部は，衣十である耕作土の卜0．7～1．2111の厚さまで含水が多く，腐植物が混入する

黒色上であl主　当時は小野川まで続く湿地であったと考えられる．J

また，居館は．牛久沼に流入する束谷田川から約3．5km西，小野用支流の乙戸川から約2km東に位置し，他

の水系への移動が容易であったと考えられる。これらの下流の下若山地区や半田地区は，古代の駅屋である榎

浦駅と榛谷駅の比定地腑であり，律令期の官道は古墳時代の道路を継承したもので，新設されたものではない

と考えられており13㌦　届儀は交易に適した地点に占地されていたと考えられる。このように居館の立地は言呼

川流域や港湾部，古道の近くなどの交通の要衝に面していることが多ぐい，当遺跡も生産基盤を近接する低湿

地に確保し，交通の要衝をおさえる位置に占地してまさに居館の立地条件を満たしているといえる。

（3）居館の変遷

居館の内部からは20軒の竪穴住居跡が碓認されているが，その内lt痺l二が居館に伴い，1軒は居館構築前の住

居跡である．、、これらは，内堀である第2号堀の内側にあり，出士十器や重複関係から少なくとも3期の画期を

もって変遷をたどることができる。－、

（彰居館構築前

5世紀後葉の第11号住居跡が館内から碓認きれている以外は，外縁部では280111ほど北に5世紀l巨葉から後

発の第91～93号住居跡，70料ほど北西に5世紀末葉から6世紀初頭の第66867号住居跡が検出されているだけ

である。第1、3号堀からは，これらの時期やそれよりもやや後出的な上器も出上しており，それらの時期の

遺構が居館内に存在した可能性が考えられるが，居館構築時に破壊され，それに伴い遺物が混入したものと推

定される。従って，5世紀後葉から居館構築前にかけて，微高地上の南東端部と中央部にわずかの世帯帖が散

居していた状況と考えられる、、

②I期

出土土器や重複関係から，第8・20・21号仕方隷亦がこの時期の住居と考えられる。また，第12号住居跡もⅢ・

Ⅲ期の住居跡と隣接する位置にあるために，それらと同時期よりは当期になる可能性が高いと考えられる。

内堀である第2号堀では，第1・2片土橋周辺や北東辺を中心に，覆土下層から底面にかけてこの時期の十

器が出土している。、また，第2号堀の南コーナー部底面を掘り込んでいる第6号不明遺構の出土土器も当期に

比定され，住居と堀の巨軸方向が　弓女することなどから，この時期には内堀が構築されていたと考えられる。

しかしながら，スロープ状施設南東側の竪穴状の掘り込みや精工貼りの壁，日翫邦の周辺ではこの時期の士器

は出土していないため，これらの施設はまだ構築されていなかったものと考えられる。

なお．第1・2㌢上橋周辺の底面からは当期よりは古い段階の須恵器杯（第20図＿101）や高林（第21図14－9）

が出土しており，当期以前に第2号堀が構築されていた可能性も残されるが，その時期の住居跡が居館内から

は確認されず，堀の底面から同時期の土師器杯なども～甘十していないため，当期よりも占い時期に第2号堀が

構築されていたかどうかは判断しがたい。．しかし、遅くとも当期には内堀が碓実に構築されていたものと考え

られる、－．

また．第1号堀は遺物の出土総数が少なく，第3号堀では覆土下層から常総莞前段階のものが出士してはい

るものの，当遺跡ではⅢ期まで常総悪前段階のものが日本的である上に，当期の工帥器林が底面や覆日、‾層か

ら検出されてないため，この時期に第1・3片堀が構築されたかどうかは不明である、、、

1－3∠18－



部内の仕居は南帖的二偏り。北東部が広い空閑地にな／．）ている　第21号住居跡からは手捏上器が出上してい

′　′′、　′　　′‥、′　－　∴ノノ　　、：′　　　　　　　　ノ　了　　　　　　　　　　．　．、′ノ　　　　　′　　／一㍉′、

と小形で竃や炉が設けられていない、＿、この住居跡は　ぁ般のf日吉とは異なる機能を存していたものと考えられる

‥ノ　　　　∴へ・　　　　・一　′′　　′　l′‥。　　　　　ノ．　　　′ニ　　　　　　　ー　′　　　．′．

ノ、　　入　　′　日．　、　　　　　ノ、′　′　・′、　　　　　　　　　′′　　　　　ノ　　．′　　　　一

だけであり．調＿査区内ではil立った集落は形成されていないが，いずれも再か方向が居館と近く，居館を意識

して建てられた可能性が考えられる、、

（、き＼、Ⅲ朝

出上上器や重複関係から．第1・2・－i・5・7・！‾）・13、15つ7・l再打拭朋亦がこの時期の住居と考えら

れる，、、これらの中で．第°13年住居跡は重複関係から第1車力骨口跡よりも新しく，第十星住居跡と第日月日一朝軋

第7号住居跡と第出引日産跡は位置関係から同時存在とは考えられず，さらに2期に細分が可能であり，新期

は次のⅢ期まで存続する可能性も想定されるが，新旧の判別は第13弓の月骨品恥以外は明確ではない、、

遺構の配置は，第t）・lt）号住居跡を除き。いずれの住居も内堀から（i汀1以上内側に位置し，部内に円形状に

展開している＿　また，大半のf日出ま巨柚方向が内堀とほぼ　弓女しているが。第・1・，5・11号住居跡は若I二両に

娠れている、

住居の規勘上　大形住居の第1・7・13・1吊月骨吊跡と中形住居の第；l・5・l・t・17号［日朝虹　小形住居の

第2・リ・H）号f日出跡に分けられるが、特に突出して大規模な住居跡はなく、出上遣物からも住居跡の規位だ

けでは居館内での階層差について明確に捉えることはできない、、、これらの中で，第7号作中誹亦は中央部の床面

からど、ソトを伴う粘‖帖）の施設が検出されており，‥」投の住居とは異なる機能を果たしていた可能性も考え

∴′　　　　ノ′　1　ノー　　∴′、　　′‘’　　　　　′　′∴．二　′．、－．ノー言　　こ′　′　ハ．　　ノ′　　　′∴′　　′

ような施設は確認されていない、－、

第　号機では　土器の出土状況などから見て　当期にスロープ状施設周辺の竪穴状掘り込みや粘土粘りの壁

などが整備されたものと考えられる．、－　これらは，形状や位置などから，外部の湿地へ移動するための施設と想

定される、、．また，外堀である第1・3号堀は，Ⅲ期にはほぼ確実に構築されていたものと考えられる、、、なお，

内郭と外郭の間には当期の遺構は碓認されていない、、また．∴17111北西には第訓号住居跡が確認されている　主

′　　ノノ　　　　∴′、ノ　　′　一　　′．′　　　　∴　一・、ノ′　′′一　‥　　し　て′　′．′　′′ノ　　′ノー　．　．′’′くノ、‾・′

れた住居跡は前述したものだけであi主　周縁部に集落は形成されていなかったと推定される、、

④Ⅲ期

出上十器や重複関係から，第3・（i・1（＿）号住居跡がこの時期の住居と考えられ，第1（昌月日l潮こも主軸方向や

‾重複関係から当期に入ると推定される．∴

Ⅲ期でIlj形状に矧出していた住居がやや北西部に偏り，居館内の住居配置に変化が見られる　また．巨軸ノノ

ノ　′　′・′′一　ノ　ノ　　′．　ノ　′′ノ‘－　′′　ル　　ー・ノ′．′・′　∴、

また，第2号堀の底面からはⅢ期の上器が出十しているが，第1・3ぢ一堀からは出上していないため，外堀

が機能を尖った可能性も考えられる、lまた，周緑部にはこの時期の住居跡が見当たらず，居館だけが隔絶して

存在していた状況が想定される∴

lL芝、）小折

以上のことから，‾I期には外堀については不明ながら確実に居館が構築されていたが、まだ「分に整備され

ていなかったと考えられる＿　また．部内の住居跡も再汗と少なく言有西部に偏在している、、－　Ⅲ期になると内堀

－．－3・49・一ムl－p
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の古墳の間隔が疎らになl），［トト流域とは捏なる様相を示しており，小野川流域の首長屑の勢力範囲のあり

方との関連性も想定できる。

待　居館の性格と階級的位置づけ

ここではタ　居館の規模や構造，さらに出土遺物などから，屠館の性格と首長の階級的位置づけについて検討

し、当遺跡における居館のまとめとするし、

まず，面積と堀幅の広さや二重区画構造が居館の特徴としてあげられる。外堀も含めた占地面積が約7，150

滴夕　外郭を含めた部内の面積が約5，980感で　これは小笠原好彦氏の分類に基づけば「中型居館」の上位，寺

沢薫氏の分類によれば「中形」の上位に位置づけられる2㌔　また，「豪族居館」の堀幅は群馬県群馬町三ツ寺

‡遺263跡や同県伊勢崎市原之城遺跡27）を除くと5m以下が太部分であり，当遺跡の7～8mという堀幅は，小

笠原分類では「大型居館」に当てはまる本宿。郷戸遺跡28）よりも広い規模である。さらに，堀により二重区画

きれた構造は関東地方にはほとんど類例がなく㌦　束廿本でも福島県塩川町の古屋敷遺跡宮で確認されている

だけである31㌔

また，館内では，内堀の第1号土橋と第2号土橋は直線上ではなくタ　さらに第1号土橋と外堀の張り出し部

の位置関係も同様で，圧いに見通せない構造となっている、二、・堀の深さが1111程度であl主　第3号堀も張り出し

部周辺でクランクしておらず，張り出し部が形骸化していることを考慮すると，これは居館の防御的機能を高

めるためだけではなく，外界からの遮蔽的機能を重視した構造と考えられ，I～Ⅲ期を通して居館周辺から目

立った集落跡が見当たらないことも含めて，周縁部からの強い隔絶性を意識したものと考えられる。さらに，

出土遺物の中に手淫土器や石製模造品が見られ，第1命　2号土橋やスロープ状施設，張り出し部，第6号不明

遺構から多量の遺物が出土している状況から，居館内で祭祀行為が行われた可能性も考えられる。

このような居館の規模や隔絶性と対比して，その内部施設は貧弱ともいえる。郭内には竪穴住居跡が存在す

るだけで掘立柱建物跡などは確認されず，経済的活動による首長自身の「私富」32）を保管するための施設が不

明である、－、第7・1＿2号住居跡のように居住以外の機能を果たしていたと推定される施設もあるが，館内施設の

機能分化は不十分であり，首長の政治的・経済的活動の場たる家政機関が存在したとは考えにくい。また，館

内での祭祀行為の可能性は考えられるが明瞭な形での祭祀遺構は検出されておらず，「マツリゴト」を執行す

る場としての「ハレの空間」が整備されていたとは考えられない33う。橋本博文氏は，祭祀遺構は大型居館ほど

充実し，「マツリゴト」は下位から上位，地方から中央に行くほどより整備される34jと言及しており，本跡は

その点で最上位の居館には位置づけられない。

また，寺沢薫氏は，居館の分析視点と階層性について，階級的隔絶性e規模e防御性と観念性e内部の機能

分化。建物の機能分化の五つの観点からI～Ⅳの類型に分け，さらに12の型に細分類している3㌔　それに基づ

くと，当遺跡は階級的隔絶性が上位，建物の機能分化が下位に位置づけられるのを除けば，ほぼ中位に位置づ

けられ，これを類型化すると第Ⅱ類型の本宿。郷戸型に分類される。寺沢氏は第Ⅱ類型の首長を「固」首長の

卜位に位置する大共同体（クニ）規模の首長と想定しているが，前述したように当遺跡の面する小野川流域に

は国造級の首長層が存在したとは考えられず，当遺跡の首長もその下位に位置するものと推定される。

このことについて上器の面から見ると、吹野富美夫氏が常陸国南部におけるこの時期の地域性を土師器林の

様相から追求し，真壁地域，土浦地域，筑波地域，石岡の稲敷地域に小地域区分をしている3㌔

それによれば，筑波山西麓側の桜川中流域の真壁地域では，八幡前遺跡も中台遺跡が代表的な遺跡としてあ

げている。棒は6世紀前葉から中葉まで，須恵器杯蓋模倣で口縁部と体部との境に稜が中位にあり，日縁部が

大きく外反するもの（E類）が主体であり、内面に放射状磨きが施される割合が高く，E類と同タイプながら
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第謂図　常陸南部小地域区分（註36文献より転載）

真壁地域

土浦地域

筑波地域

石岡・稲敷地域

目線部と体部との境の稜が下位にあるもの津類）や須恵器捧蓋模倣で日縁部が直線的に外傾するものは類）

はこの地域だけのものとしているし、

桜川◎花室川下流域の土浦地域では，向原遺跡0太俵遺跡が代表的な遺跡としてあげられている。塚は　内

面に放射状磨きが施される割合が高く，須恵器杯蓋模倣で目線部と体部との境に稜があり，目線部が小さく外

反するもの（D類）の割合が他地域よりも高いとしている。．

花室川の小野川砂東谷田川ゆ酋谷田川の小員川の中流域の筑波地域では，ヤツノ上遺跡ゆ東山遺跡を馬場遺

跡e柴崎遺跡もツバタ遺跡を代表的な遺跡としてあげている。棒は赤彩も黒色処理の割合が他地域を車越して

おり，須恵器杯身模倣（H類）主体で．放射状磨きはほとんど導入されていないとしている。

霞ケ浦沿岸の小野用下流域。恋瀬川流域の石岡e稲敷地域では，二の宮遺跡の柏木追跡車半田原遺跡を代表

的な遺跡としてあげている。杯はE類主体であるが赤彩率は低いとしているこ、

当遺跡の棒は，I期はE類主体であるがⅢ期はH類主体となり，黒色処理率はほぼ100％と筑波地域や石岡の

稲敷地域両者の様相を備えている。また，真壁地域特有とされているF o G類も出土しており，当遺跡と真壁

地域との関連性も考えられる、二、

小地域における土器様相の地域性については，土器の流通の1－－－一部が∴首長制の分配構造にある∴；Tlという捉え

方と，狭義の上器型式圏は交易活動という経済的諸関係を表す概念としての「経済領域」であり，首長層の政

治的支配領域とは直接的つながりをもたない38jという見解に分かれている。そのいずれにして転　当遺跡の士
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器様相は。複数の経済領域または首長国との交流が行われていたことを示しておi主「甘　立地と環境」で記

述したように∴11遺跡が他水系への移動が容易な地点に立地していることがその証左になり得ると想定できる

そして。その地域性は，吹野氏が抽出した小地域の空自部分を理めるとともに，さらに細分した　一つの経済領

域または首長国となるl一拍巨性が予測できる㍉

以上のことから当遺跡の居館跡は．古墳‖封じ後期にI、Ⅲ期にわたって他集落から隔絶きれて存続し，上値

場古墳肝と五「塚i阜ど紺羊が刃つ芯するl阜貢の候補としてあげられる、またその居住者は。国造級首長の卜位に位

置づけられる首長層と推定され，小野用上流域を中心に一い・卜流域や他水系との交易活動を営んでいたと想

定される　しかしながら，居館周緑部からは廿立／つた集落が1縮思されておらず。首長層を支えた農1＼抽与の実体

は明碓ではない、t

2　貴慮魯平安時代

居館消滅後のIi－1墳時代終末期から奈良時代初期にかけての遺構は確認されていないが，その後の8ド持し‖一葉

から摘餞妃後半にかけての集落跡が検出され鷲折る。それらは　佳屠跡野師　掘立社建物跡　梶　井夢路　基

誉あ凱　出土遺物が細片のために時期を明確には登　を齢　のの　奈良も平安時機　推定される住屠跡臓軒も

検出されて折る射j。住居跡は　調査　区から狙新　調査Ⅲ経から蟻軒が検出されて折るが　調査　区では　能

紀中辛から”健紀後半まで間断を　集落が続　のに射し　調査Ⅲ区では　能妃中葉から複葉の閣だけ集落が形

成されて折る。また　調登　区ではすべての住居跡が居館路の北西側に位置し　屠鮨跡内からは　軒　確認さ

、′、′　　　　　　　　　　　　　　　　：

これは居館跡の存在が後生まで記憶され，周囲から畏怖されていた可能性も考えられる　なお。調査II区では

遺構が南部に集中してお酌　北部からは確認されて齢を齢。

ここで集落の変遷について見ると。まず8世紀中葉では第25・113日甘星住居跡が確認jれ911（う111e2両11ほど

の間隔で同じ吊I瞞‖つ二並んでいる＿．これらは。長軸長が：上7（ト1∴封‾）Illのほぼ同視槙の住居跡である、

8世紀後葉になると第黒・封e拍B・10・・1（う・5（主（う2B e（i∴巨机「言持一・㌧・75B号住居跡が碓認され言日朝亦

ほ‖軒に増加する、、．また，第53・鉦亘月日古跡は8世紀後半　第（う3号住居跡は8世紀中葉から後葉で，この時期

となる可能性もある　これらは巨柚方向をほぼ同じくして調査I区の西部全域に矧出している

次の！日日瑞揃1葉では，第封e2（う・二持・3生l・∴11・12・・15・（う2一Ⅴ引日産跡の8軒が碓認されている－　また。第

ノ　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　′

部の第2Lle2（う。（う2一日月日吉朗豆東部の肛35e3生＼。Ii巨∴12つ5㌢住居跡の　二つの集川に分かれ。後首の方が狭

齢範囲に集中し　密集度が高齢。

ぐ‖帰し川一葉は第27・2！）・38e57・（う8㌢住居跡のほかに，調査IHズ：で第88・蝋）・9（う・9昌月骨宮跡が千鶴一だきれて

折る。　世紀前葉に東商に分かれて齢だ調査　区の佳屠跡は　西部中央に集中するが　調査Ⅲ区の住居跡は南

、　　　′　　　　　　　　一　　　′　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′

る＿、

さ月日頭己後葉の調査I区は．第23・31。47I招イ日吉跡と減少するが言周杏IHズ：では第王）・梱・82、84巨87・8！－）・

梱号住居跡の8軒と増加する、＿　また，第7：巨7こ巨81・臣揖持潮二は～）世紀後半と考えられる．調査1区の住居

跡の巨軸方向はほぼ同じであるが，5（‾）111ほど離れておi主　それぞれ孤立した分布を示している　　つ工　調査Ⅲ

区の住屠捗は南部中盤から南部廃藩如こ集中し　第猶の鮒の弼号住屠捗　第鵬の納骨佳屠跡　第鵬～飢首位屠

跡の　二つのまとまりが見られる．また．し日柄LH「葉と同様に調査「区と調査II区とでは住居跡の軸Il方向に違

l1．－1355　－111－



第309図　奈良・平安時代住居跡の変遷（調査I区）
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第310図　奈良・平安時代住居跡の変遷（調査Ⅱ区）
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いが見られる、、

く　　　　　　　　　　　　、′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　一

′′′　　　　′　　　　　　　　　　　ノ、　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　．　　　　　．．　　　二　二　　　　　　　　　　、．ノ　　　　　　　　　　、、　　　　　一　　　　　　′・

ヽ　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　ノ・′、　　　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　′　　　ヽ　　　　　　′

′　′′　　　　　　　　．　　　　　　′　　　．′　　　　∴　　　′　．、　　　′′　／　一　　　　　　　　　　　．

、　　　　　　　　　′　　　　　　′・ニ′・　　　　　　　．　　　　　・′、・　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’’

区域外に移動したと考えられる、、

一　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′、′′　　　　ノ　　　　′‥　　　′　′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、′　′　　　　　　′　　′

であ／＿．）たことが想定される、＿、

′

二　　　　　　　　　　　　、．　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　　′、　　　　　　　　　　．．　　　′　′　′

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　′一　　　　ノ　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　ノ　　　　　　　ノ′　－

．　　　　　　　　′　　　　　　　　・・　′　　　　　　　　　く　　　　　′　　　　　　　ノ　′　　　、、

る～i

、　　　　　　　　′　　、′　　　　　　　　′　　　一　　　　′　　　　　′　　ノ　　　　　　　　　　　　ノ／

′　　　　　　ノ′　　　　　　　　　　　　　　　′　′　、　′　　　　　′　ノ　、／′　　　　　　′′　　　　　　　　　ノ　　　′　′　　　　　J

と，第・一．1号溝に区画きれた中世末から近世前期の上境墓群を中心にまとめる

－　　　　　　　　　　　′′

′　　　′ご　　　‥　　　′J　　′　′　　　′　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　′　　′　　　　　′　、　　　　　　　　　　′

J J　　　ノ　　　　ノ　　ノ　　′　′　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　′　　′

′　　　′．　　′′ノ　　　　　　　　′　ン，一、二′′′、，一　　′ノ　　二　　　　　　．　′′　．　　　　　　′ノ　′一

定することができる

′　　　　　　　　ウ・．、　′′、　′′　　′′′　、′′　　　　′ノ・・′　　．　　　′′ノ　．　　　　．′・′

‥′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　｝　　′　一、　　ノ　　ノ　　　　′・′　′　　　　　　　　′　′′′　　一　ノ

′・′　　　　　　　　　　　　′　　′　　∴　．・、′　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　、　‘、　　　　　．′′

輌一一一磯の掘立桂建物跡より　格上の上屋構造であったと想定され　第且号掘立社建物跡は室屋的な機能を果たし

・ノ∴ノ．′　　　．　　　′　．′　　、　　一　　‾‘、　　′　　　　ノ　　′　ノ　　′　　′ノ　　　．ノ

′ノ　　　　′　～′　　　　　　　　　′　　　　　′′′ノ　　ー　′　　　　　　　　　　　　　　　　′・・′′　′　′．　　　　　′

、　　′　　　　　　ノ′　　　　′　　　　′　ら　　　′　ノ　′　　　1　　、′．　　一　　　　・、シ　′　　　ノ

‘　　　　　　　、　ノ　、・．、′ノ　　　　　′　　　　′　　∴．　　　　　ノ　ノ′　′　′ノ′　　　＿　　／′ノ　　　バノ．．

く．第＝号溝まで25111ほどの距離を存し，その間は空閑地になっている、．

∴　．′　　　　　ケ′　′　′　　′　　　　ノ　　、‾．ノ、′　　　′　　′一　　．　．．　′；　　　．′′　、－　　　′・・

／　　　　　　　′′　．、・、　′　　　　　　　　′ノ　′・′　ノ・　　　　　～　　　．′′‥′　　′　　　　　、　　　′　′′　　　　ノノ′　′　・．

号溝から引力11ほど離れており．その出自ま空閑地となっている

′　1　′・　　　′、．　　ノ．　　’’′．、′ノノ′　　　　　′．－．′　′′　　　′．・　一‥、一　　　　′　くノ′一
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め，第31号溝が機能しなくなった時期に建てられたものと推定される、、、．しかし、長軸方向にそれほどの違いが

認められず，区画溝の意識がまだ残っていたと考えられる。両者とも根石が使用されているが9　その規模はI

、Ⅲ期に比べると明らかに劣り，これら据立柱建物跡群の衰退を感じさせる。

このほかにも，第1・（う・8・9・‾12、17号据立柱建物跡が碓認きれている、、第1号据立柱建物跡は調査Ⅲ

区に位置し，第33号溝に区画されている。時期は摘摘前半と推定されタ　第31号溝に区画されたⅢ～Ⅳ期の掘

立柱建物跡群と時期が一致するが資　長軸方向が異なる。また　規模　貧弱であ娠　相互の関連は低いと考えら

れる。さらに　第　0　号掘立柱建物跡は第凱号溝の内側にあり，根石を伴うが軸が他の掘立柱建物跡とは異

なり，性格が不明である。

これら以外のものも，位置や長軸方向からタI～Ⅲ期の掘立柱建物跡群よりも下位の施設と考えられ，時期

も異なるものと考えられる。なお9　第1号掘立柱建物跡は第7e8号井戸跡を伴うことが想定されるが撃　それ

以外では第7　つ0号据立柱建物跡と第15・16号廿日跡との関連が考えられるだけであり．中世では建物と井戸

で完結した屋敷地が構成きれると考えられている1二．が，当遺跡ではそれらの相聞関係については明確ではない、、

地形から見て資当時この周辺は中規模河川の沖積耕地と浅い谷田を組み合わせた村落の形成が予想されるが，

後背地は水出または畑作化されていたと想定される．、・．このような立地は水出の安定率が低く，小野川のような

中規模河川の沖積地は本格的には近世になってから開発されたと考えられているl：上．が，古墳時代，奈良・平安

時代から大規模集落が形成されていた当遺跡は，ある程度の生産力をもつ経済基盤が背景にあったものと推定

される。またラ「2　古墳時代」で述べたようにタ　小野川から霞ケ浦水系を利用しての交易が可能であり，こ

の時代の‾ll一一1渡津が小野用河上＿lの主要な港として栄えていたのは「第2章第2節　歴史的環境」で述べた通りで

ある、、．

次に建物跡の規模を見ると、県内での中世据立柱建物跡で庇（緑）が付くものは，城館跡での発見例を除く

と当遺跡以外には∠1遺跡で9棟が確認されている二一、．それらの大半は15～1（川橘己以降であり、13、14世紀ではわ

ずかに前出村遺跡第1号据立柱建物跡けがあるだけである．、、・その面積は約29niであl主　当遺跡I、Ⅲ期の建物

跡と比べると遇に見劣りしている、、県内で確認されているこの時期の据立柱建物跡の面積はほぼ3（‾）前以内であ

り㌦・特に第3号拙立柱建物跡は中世前期の据立柱建物跡としては最大規模のものといえる．，二、

出上遺物を見ると，第31号溝からは竜泉窯系音磁や吉瀬戸・常滑製品と十師質上器小IIILが出上し，周辺の圧

Jlからは白磁＝禿＿lHL片も出上している。、特にこの土師質土器lllLの大半は京都系の非ロクロ成形で，出「十器点

数の約80％を占めている、－、県内でこの時期に京都系のIIILが多数出土しているのは前野東遺跡と柴崎遺跡だけで

あり，出土土器で輸入陶磁や国内陶器よりも，それの持つ儀礼的側面からいわゆる「カワラケ」に階級的上位

性を認める考えも見られる4㌔

これらのことから，この掘立柱建物跡群は在地では日立に位置する支配階級の施設と考えられ，建物跡と区

画溝のI肌二存在する広い空閑地は何らかの公的の機能を果たした広場の可能性も想定できる．。．当遺跡が所在す

る地域は，大井荘の荘域であったといわれている47jが，田中荘または信太荘の領域内に位置し，信太荘ほ比較

的早い時期の1＿3世紀前葉，江川1茸も霜月騒動後の13世紀後葉には北条氏の手に移ったと考えられている㌦

13世紀後半から14世紀前葉の間，区画溝を伴う大型の掘立柱建物跡群をもつ屋敷地として栄え，区画溝の機

能喪失後規模が縮小してその後消滅した当遺跡の盛衰には，北条氏の進出や南北朝とその後の動乱などの時代

背景との関連も想定され，中世前期の当地城の状況が窺える。
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、

′月日lの調査で中世末期から近世初期の日壊基王川は再准認されたが．それらは第108号上場を除いてすべてが

第し1号溝に重複またはその内i順二位置しており。第・1号溝に区画される彬で墓域を形成している、、これらの多

くは副葬銭を伴′＿〕ており言剖錐銭の組み合わせによりて，Hm Oと宋銭や明銭など渡来銭のみ出I上　Ⅲ期（古l

亮永銭までが出上上　ⅡI期　欄は封く文銭までが出上上　nつ机　し打電永銅銭までが出上）の・1期に時期区分するこ

とが可能である、、ここではこの時期区分をもとに，上場墓の変遷と理非形態の変化について考えてみる∴

「期：副葬銭が北宋銭や明鏡だけで構成され，時期は1（川摘己後半から17世紀前葉と考えられる、、区l帖甘（第

十揖齢　は機能しており．第！）、11e3（・裏）・（う2・7（主7t）・2＝号上場がこの時期の上墟墓で，第∴1－号溝内側

の北西部を中心に展開している。・また．理葬形態は，すべて屈葬と推定されるが第5t）号王城は座葬の可能性も

考えられる、・、

II期『廿粁錆が古電永銭だけで構成され，時期は17世紀中葉と考えられる．、、、．第17・23・：汀▲－．＼・‘ノ1－（主酢巨108

号上城がこの時期の上墟墓であり，第37B片口病も重複関係からこの時期と考えられる、、－．第圭号溝を据i）込ん

でいるものがあることから第十号溝はすでに理没して区両機能は失われていたと考えられるが，上場墓は第・1

号溝に沿うような彬で全体的に散らばって矧出しているつ肛韓形態は，この時期から座葬や伸尿葬が見られる

．・　　　　　　　′・　　　二　　　　　　　　′　　ノ　　ィ　　　　、　′：′

Ⅲ期：副拝銭が親電永文銭だけ，または古電永銭に新電永文銭が含まれる構成で，時期は17世紀後葉と考え

られる＿、第2（主・1巨二捕一Ll・：う8Iう・圭巨58・87つ）5号上場がこの時期であi上II期で散らばっていた上墳墓が

南部に集中し　洗齢範囲での展開が見られる。埋葬形態は　屈葬　基　座葬　基であ娠　座葬の　基は棺が使

用されたと考えられる、、

Ⅳ期：親電永銅銭だけ，またはそれに古電永銭や親電永文銭が含まれる構成で，時期は新ノ近永銅銭だけのも

のは18世紀前半　古′正永銭や新電永文銭が含まれるものは18世紀前葉と考えられる、、、、第22・2（う・52・55号日境

がこの時期であり，Ⅲ期と同様に南部を中心に矧吊するが言吊㌔川吊二はやや北伸二移動している㍉理非形態は，

屈葬2基，座葬と伸展葬が1基であり言軌珪錐は棺が使用されたと考えられる1、－、，

．一　　一　′　′．′　　　′、ノ　　　′く　′　′　了ニ　ノノ　！′言　　′′．ソ．J′、－．ノノ　′了．′了′、、∴：

においても区画溝内が葉域として意識されていたと考えられる．上墟墓群は北帖雄から次第に南部に移動する

傾向が見られるが．時期が不明碓な日廣墓も多いために断定はできない．、、、

理葬形態は，座葬や伸賂葬が17世紀中葉から始まl主17世紀後葉には棺使用が明らかなものが現れるつ白f

車中では柚館が日本となるのが17世紀代であることを考えると㌦　後出的ではあるが当地域への導入がさほど

遅い時期とは考えられない　しかしながら，I軋屈葬はI、ノⅣ期を通して続いており，この中世の系譜を引く理

葬方法が根強く残ることから．当地域における葬送観念が新しい葬制には完全に移行せず，混在する形で残さ

れたものと思われる

捌曲二ついては．笹／自衛1tが房総における墓域の在り方を分析した「．で．次のような墓域の類型化を行って

いる∴小

一l＼類里：「武吊、朝蟻馳英」＝蔵ノ昔器を随伴する火葬墓で集石遺構と石塔や板碑を伴う、

Iう類型：「‾供養熔・、日射相葉域．」＝大型板碑・供養堺の周辺もしくは、描こ内境内に蔵骨器を存する火錐墓を

中心として上葬監軒墓つ二墳墓で構成され．被葬者は僧侶層やそれに帰依した武日再で多くの板碑

を伴う

′　　　　　　　′′　　　　　　・　′ノ。′′′′′、l　　　　′ノ／′ノ　ニ／′′　り　′ノ・′　　　　、．J一、／′　′・　　　く′言′ノノ′　ノ
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板碑を伴う。

D類型：「上層農民主導型墓城」＝多数の土墳墓を中心に火葬土坑・地下式境が伴うが板碑が極端に少ない。

E類型：「農民層屋敷・垣内墓型墓城」＝小規模で土墳墓の数が少なく板碑もほとんど使用されない。

こうした中世的墓制は10～11世紀に萌芽が見られ，13世紀後半から14世紀前半にA・B類型，14世紀中葉か

ら後半にC類型，14世紀末葉から15世紀前半にD・E類型が登場し，16～17世紀に中世墓が終焉し，廃絶する

かあるいは近世墓へと連続するという変遷をたどる。これに基づくと，当遺跡の墓域は時期的に中世墓の終焉

期に位置づけられるが，地下式境や方形竪穴遺構，火葬土坑，火葬墓といった中世的墓制の遺構がまったく検

出されておらず，完全に近世の墓制に移行し

た段階と考えられる。しかし，石塔類の出土

数が多く，前述したように中世の系譜を引く

埋葬方法が根強く残ることは，笹生民のC・

D類型の系譜を引く可能性が考えられる。江

戸時代にこの地域は由良氏の知行地となる

が，当時の梶内村の代官は在地の有力者層が

務めたといわれており51），これら有力者層や

上層農民層の主導のもとに墓城が形成され，

近世にも続いたものと想定される。

明治時代前期の地図を見ると52），当遺跡の

西側に旧梶内村，浅い谷津を挟んで東側に旧

新牧田村の集落が形成されており，おそらく

この時代には前代と同様の集落が成立してい

たと推定され，塊状に集まった集落の外に耕

地が存在し，さらにその外側に墓城が作られ，

そこから浅い谷津を挟んで隣村に至る当時の

景観を想定することができる。
第313図　明治時代前期の梶内村（註24文献より転載）

註

1）古墳時代の年代観については，樫村宣行氏の編年（樫村1993・1999）に基づいた。

2）橋本博文氏は「首長居宅」を使用していたが（註14），1998年に行われた第8回東日本埋蔵文化研究会のシンポジ

ウムでは「居館」（橋本1998）の名称を使用している。大平聡氏は，特定血縁集団による首長権の独占が末成立の

状況では「豪族」という語は馴染まないことから，首長が首長としての役割を果たす施設として「首長館」（大平

1998）という名称を提唱している。また，寺沢薫氏は「首長居館」を使用しているが，中・小規模のものについて

は，「居館」という巨大性・隔絶性や独立的防塞性，祭祀性が薄いことから，むしろ「首長居宅」といった用語が

適していると思えるが，今は用語にこだわらず，「首長居館」で統一しておきたい（註10）と述べている。

3）阿部義平「豪族居館と邸宅」『季刊考古学』36号　吉川弘文館1991年

4）小笠原好彦「豪族居館の出現と展開」『月刊考古学ジャーナル』NQ384　ニューサイエンス社1995年

5）石井克美「黒井峯遺跡の調査」『日本歴史』第463号　吉川弘文館1986年

6）都出比呂志『日本農耕社会の成立過程』岩波書店1989年

7）註6同書
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摘招谷田部の歴史　持絵写真に掲載されている女子埴輪は　器を掲げない無所作の形態を嘉している。この形態はタ
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しての「私富」が形成され，それを何らかの形で保管していたことが予想される。

3割辰巳和弘氏によれば，「ハレの空間」とは濠や溝を巡らすだけでなく，その内側にさらに柵や板塀を立て巡らせ，

外部からの祭祀空間への直視を拒み資　内地を聖地化する意図でつくられ彗　祭儀の中心となる太型建物1楓　あるい

はそれに付属する1、数棟で構成され，山裾二広場があるとしている（辰巳1倶）1主

3射橋本博文「関東北部の豪族居館」『季刊考古学』第36号　吉川弘文館1991年

35）註10同書
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0太開式「茨城県における中の近世集落の諸問題…掘立柱建物跡を中心として－」『東北地方南部における中近世集落

の諸問題…一瑚I「立柱建物跡を中心にしてルー』福島県考古学会し巨近世部会　20腑年

も太平聡「古代史からみた豪族居館」『季刊考古学』第36号　吉川弘文館1991年

「古代史と豪族居館」『古墳時代の豪族居館をめぐる諸問題』　東I－‾－‾1本埋蔵文化財研究会1998年

の小笠原好彦「家形埴輪の配置と古墳時代豪族の居館」『考古学研究』124号　考古学研究会1985年

「住居と倉と井戸」『古墳時代の研究2　集落と豪族居館』　雄山閣1990年

・樫村宣行「茨城県南部における鬼高式土器について」細井究ノート』2号　茨城県教育財団19〔）3年

・樫村宣行・上生朗治イl石真理「茨城県における5世紀の動向」『東国土器研究』5ぢ－　東国I二器研究会1999年

・川村満博「つくばr同、泉館跡出土の非ロクロ成形かわらけについて」欄F究ノート』1蝿一　茨城県教育財川　2001年

・栗原文蔵寸言‖ミ古墳群中の大古墳跡」『埼玉考古第30号記念号』1993年　埼玉考古学会

の菊地芳朗「東北地方の古墳時代の集落…その構造と特質…」『考古学研究』188号　考古学研究会　2001年

・坂本和俊「シンポジウム　古墳時代の豪族居館をめぐる諸問題開催にむけて」『古墳時代の豪族居館をめぐる諸問題。＿〕

東日本埋蔵文化財研究会1998年

・坂靖「古墳時代の階層別にみた居宅」『古代学研究』141古代学研究会1〔）錮年

・塩谷修「5　茨城」『古墳時代の研究11地域の古墳Ⅱ　東廿本』　雄両閣1990年

「終末期古墳の地域相一茨城県桜川河口の事例から－」『土浦市博物館研究紀要』第4号　土浦市立博物館1992年

・鈴木敏則「坂尻遺跡」『古墳時代の豪族居館をめぐる諸問題』　東日本地蔵文化財研究会1998年

・辰巳和弘「豪族居館と祭祀」『季刊考古学』第36号　吉川弘文館1991年

ゆ塚田良遺「入物埴輪の展開」『考古学研究』1鍼号　考古学研究会　2002年

・都Ⅲ比昌志「古墳時代の豪族居館」『告波講座　日本通史　第2巻古代1』　岩波書店1993年

・利榔廿章彦「東国の群集墳」『東国と大和王権』吉川弘文館19掴年

・中野晴久「赤羽・中野　生産地における編年について」『全国シンポジウム「常滑焼きをおって」資料集』Il本福祉

大学知多半島総合研究所1994年

e中山晋「栃木県における豪族の居館跡」『月刊考古学ジャーナル』No289　ニューサイエンス社1988年

e橋本博文「古墳時代豪族居館研究の課題」『古墳時代の豪族居館をめぐる諸問題』　東日本埋蔵文化財研究会1998

年

・服部敬史「東国におけるl「五十十′Ⅵ肛紀の土師器IllL様相」lJ八王子の歴史と文化』第〔）号　八王子市郷土資料館199（う

年　「中世食器の地域性　3関東・llIl信」『国立歴史民俗博物館研究報告』第71集1997年

・広瀬和雄「考古学から見た古代の村落」『岩波講座「1本通史　第3巻古代2』　岩波書店1994年

・藤澤良祐「古瀬戸中期様式の成、立過程」『東洋陶磁』8　東洋陶磁学会　＿1＿982年

「瀬戸古窯址群Ⅲ一一占瀬戸後期様式の編年－」『研究紀要Ⅹ』瀬戸市歴史民俗資料館1991年

「瀬戸太窯の時代」『瀬戸市史　陶磁史編』41993年

・前澤和之「上野の豪族と居館」『季甘考古学』第36号　一出目弘文館1洪‖＿年

・桃崎祐輔「常総地域の中世陶磁と土器」F焼き物にみる中世の世界』士高津貝塚ふるさと歴史の広場1999年

の吉田晶『日本古代村落史序説』　塙書房1980年
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調査I区第31・32号溝と掘立柱建物跡群全景



調査Ⅱ区全景

調査I区土墳墓群全景



PL3

居館跡北東部

第　1　号　堀

完　掘　状　況

居　館　跡　の　保　存

（山砂による埋め戻し）



第　2　号　堀

スロープ状施設



第2号堀西部

遺物出土状況

第2号堀スロープ状施設

付近遺物出土状況

第2号堀竪穴状掘り込み

遺　物　出　土　状　況



第3号堀張り出し部付近

遺　物　出　土　状　況



第1号住居跡

完　掘　状　況

第1号住居跡

遺物出土状況

第1号住居跡竃

完　掘　状　況



第2・20号住居跡

完　掘　状　況

第3号住居跡

完　掘　状　況



第4号住居跡

遺物出土状況

第4号住居跡竃

遺物出土状況

第5・6号住居跡

完　掘　状　況



第7号住居跡

完　掘　状　況

第7号住居跡

遺物出土状況

第8号住居跡

完　掘　状　況



第8号住居跡

遺物出土状況

第9号住居跡

完　掘　状　況

第10・14・21号住居跡

完　　掘　　状　　況



第12号住居跡

完　掘　状　況

第13号住居跡

完　掘　状　況

第13号住居跡

遺物出土状況



第15号住居跡

完　掘　状　況

第19号住居跡

完　掘　状　況

第22号住居跡

完　掘　状　況



第23A・23B号住居跡

完　　掘　　状　　況

第24号住居跡

完　掘　状　況

第25号住居跡

完　掘　状　況



第27号住居跡

完　掘　状　況

第28号住居跡

完　掘　状　況

第29号住居跡

完　掘　状　況



第30号住居跡

完　掘　状　況

第31号住居跡

遺物出土状況

第38号住居跡

完　掘　状　況



第39B号住居跡

完　掘　状　況

第40・41号住居跡

完　掘　状　況

第41号住居跡

掘り方完掘状況



第43号住居跡

完　掘　状　況

第43号住居跡

遺物出土状況

第44号住居跡

完　掘　状　況



第46号住居跡

完　掘　状　況

第46号住居跡竃

遺物出土状況

第47号住居跡

遺物出土状況



第47A号住居跡

完　掘　状　況

第47B号住居跡

完　掘　状　況

第48号住居跡，第8号掘立

柱　建物跡　完掘　状況



第52号住居跡

完　掘　状　況

第53号住居跡

完　掘　状　況

第59号住居跡

完　掘　状　況



第60号住居跡

完　掘　状　況

第61号住居跡

完　掘　状　況

第62A号住居跡

完　掘　状　況



第62B号住居跡

完　掘　状　況

第63号住居跡

完　掘　状　況

第64号住居跡

完　掘　状　況



第68号住居跡

完　掘　状　況

第68号住居跡

遺物出土状況

第82号住居跡

完　掘　状　況



第83号住居跡

完　掘　状　況

第84号住居跡

完　掘　状　況

第86号住居跡

完　掘　状　況



第88号住居跡

完　掘　状　況

第90号住居跡

完　掘　状　況

第91号住居跡

完　掘　状　況



第92号住居跡

完　掘　状　況

第92号住居跡竃

遺物出土状況



第96号住居跡

完　掘　状　況

第96号住居跡

遺物出土状況

第96号住居跡竃

遺物出土状況



第97号住居跡

完　掘　状　況

第98号住居跡

完　掘　状　況

第1号方形竪穴遺構

完　掘　状　況



［30
㌢

第3～6・9号掘立柱建物跡

完　　　掘　　　状　　　況

第10号掘立柱建物跡

完　掘　状　況

第14～17号掘立柱建物跡

完　　掘　　状　　況





第11号掘立柱建物跡完掘状況

第2号井戸跡完掘状況 第4号井戸跡完掘状況

第7号井戸跡完掘状況



第11号土壌遺物出土状況 第17号土壌遺物出土状況



第21号土塘遺物出土状況

第22号土塀遺物出土状況

・・T魂、、■

第24号土壌遺物出土状況





PL36

∴j＿
SD3－246

第1～3号堀出土遺物

SD3－242

‾「－l＿…一1ニ

ニ　・漉了！
記ヨ

鞍

、、・－．・

SD2－6



第2・3号堀出土遺物



PL38

第2号堀出土遺物



SD2－38

第2号堀出土遺物



PL40

SD2－44

第2号堀出土遺物



PL41

鼠、

SD2－78

SD2－79

第2号堀出土遺物



PL42

第2号堀出土遺物



PL43

SD2－117

第2号堀出土遺物



PL44

第2号堀出土遺物



PL45

第2号堀出土遺物

二．：・●
SD2－147



PL46

第2号堀出土遺物



第2号堀，第1号住居跡出土遺物

SD2－157



PL48

第1～4号住居跡出土遺物



PL49

第2・4・5号住居跡出土遺物



PL50

第6・8・9・11・13号住居跡出土遺物



SI21－234

第10・14・21・30号住居跡，第6号不明遺構出土遺物



第92・99号住居跡出土遺物

誓i－li＿i；満
S柑2－331



PL53

SI26－360

第22・23A・25・26・31・66号住居跡出土遺物



PL54

S138－304

第31・34・35・38号住居跡出土遺物



PL55

SI57－451

第40・41・45・46・54．・57号住居跡出土遺物



PL56



PL57

第68・73・82～84・96号住居跡出土遺物



PL58

SI97－433

第97号住居跡，第7～9・12・17号井戸，第17号土壌出土遺物

SE7－515



PL59

SK18－550

iこ1－」

岳－1・要撃週
SK57－644

SK90－679

第20A・47・79・87・90・95号土壌，第18・57号土坑出土遺物



PL60

SK206－699

第66・206・212・524号土坑，第31号溝，遺構外出土遺物



PL61

第310号土坑，遺構外出土遺物

遺構外－790 遺構タト787



PL62

遺構外出土遺物

755

762



S国3－284

帽

遺構タト784

第2・3号掘，第43・46・47A・66号住居跡，第296号土坑，遺構外出土遺物



遺構外出土遺物



遺構外－773

SIl0－215

S146－293　　　　　　　　　　　S】83－398

第10・46・83号住居跡，，第81・524号土坑，遺構外出土遺物

遺構外－794



PL66

車‡篭謳‾
S138－306

二三一1二
S14－188

S15－194

第2・3号掘，第4・5・38・55・86号住居跡，第20A・55号土壌，第18・49号土坑，第6号不明遺構，
遺構外出土遺物



≡≡嘉
S188－408

三石岩．
SK24－584

1

。K！8，

ナ｝ナ

SK24－585

曹
SK24－582

患
遣構外一802



SK17－546

出土遺物（古銭）

SKl1－528　　　　　　SKlト529

SK36－602　　　　　　SK36－603

SK59－652　　　　　　SK59－653

SK62－659　　　　　　SK76－661

SK76－666　　　　　　SK79－669

SK79－668　　　　　　SK62－660

SK17－541　　　　　　SK17－542

SK17－547　　　　　　SK17－548



SKlO8－688

二∴

●
SK20A－573



SK52－636　　　　　　SK55－642

SK58－650　　　　　SK87－673

SK95－687　　　　　SK22－576

◎
SK38A－610　　　　　SK52－635

SD2－108

出土遺物（古銭，木製品，自然遺物）

脅＿専
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